
CyberLink

Media Suite
ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド



使用許諾契約書

こ の契約書の日本語訳は、 英文の End User License Agreement （'EULA'） の理解を補

助す る目的で作成 さ れ た も の で す。 容易な表現 と 、 英文契約書 と の整合性に注意を

払 っ て作成し て お り ま す が、 一部意訳 さ れ て い る部分が あ り 、 本契約の詳細に つ き ま

し て は英文契約書を正式文書 と し て ご覧頂き た く お願い い た し ま す。 

End User License Agreement （EULA） ： 使用許諾契約書 

当製品 （以下 「本ソ フ ト ウ ェ ア」 と い う ） の導入お よ び ご利用の前に、 以下の使用許

諾契約書 （以下 「本契約書」 と す る） を お読み く だ さ い。

本ソ フ ト ウ ェ ア の ご利用に あ た っ て は、 お客様が本契約書に記載 さ れ た条項を事前に

承諾い た だ く も の と し、 本ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ー ル、 バ ッ ク ア ッ プ、 ダ ウ ン ロ ー

ド、 ア ク セ ス、 ま た は使用す る こ と に よ っ て、 お客様は本契約書の条項に承諾 さ れ た

も の と し ま す。

本契約書は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 （個人ま た は法人の い ずれで あ る か を問

い ま せ ん） と CyberLink Corp. （以下 「サ イ バ ー リ ン ク 」 と い い ま す） と の間に締結 さ

れ る法的な契約書 と な り ま す。

ラ イ セ ン ス の許諾お よ び保証規定 

本契約書を お読み に な り 、 記載 さ れ た条項に承諾 さ れ る場合は、 導入画面中に表示 さ

れ る本契約の同意を求め る画面で 「は い」 を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 記載 さ れ た条項

に承諾い た だ け な い場合は、 イ ン ス ト ー ル作業を中止し、 本ソ フ ト ウ ェ ア の利用を中

止す る と と も に、 本ソ フ ト ウ ェ ア を コ ン ピ ュ ー タ上か ら削除し て く だ さ い。 

使用権の許諾 

サ イ バ ー リ ン ク は本ソ フ ト ウ ェ ア の非独占的な権利を お客様に対し て許諾し、 こ れ に

よ り お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア を ご購入頂い た ラ イ セ ン ス数に準じ た台数の コ ン

ピ ュ ー タ へ イ ン ス ト ー ル し、 本契約記載の条項に従 っ て本ソ フ ト ウ ェ ア を利用す る こ

と が で き る も の と し ま す。

本ソ フ ト ウ ェ ア、 付属す る マ ニ ュ ア ル な ど の文書ま た は電子文書を含む一切の印刷物

（以下 「関連印刷物」 と い い ま す） の第三者へ の賃貸、 貸与、 販売、 変更、 修正、 リ

バ ー ス ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ、 逆 コ ン パ イ ル、 逆ア セ ン ブ ル、 転用、 商標の削除な ど は

で き な い も の と し ま す。

ま た、 バ ッ ク ア ッ プ を目的 と し て本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の複製を作成す る

場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の コ ピ ー は で き な い も の と し ま す。

「再販禁止」 表記の あ る場合を除い て、 本ソ フ ト ウ ェ ア の最初の お客様は、 本ソ フ ト

ウ ェ ア お よ び関連印刷物を一度に限 り か つ他の ユ ー ザ ー に直接行 う 場合に限 り 、 本契

約書記載の条項に沿 っ て恒久的に譲渡で き る も の と し ま す。 こ の場合、 最初の お客様

は本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ の一切を、 物理的お よ び電子的に



読み取 り が で き な い よ う 破棄し、 コ ン ピ ュ ー タ 上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物

の一切を消去す る と と も に、 譲渡 さ れ た ユ ー ザ ー は本契約記載の条項に承諾い た だ く

も の と し ま す。 こ れ に よ り 、 当該ソ フ ト ウ エ ア の ご利用 ラ イ セ ン ス は自動的に解除 さ

れ ま す。 

所有権 

本ソ フ ト ウ ェ ア な ら び に関連印刷物の著作権、 特許、 商標権、 ノ ウ ハ ウ及び そ の他の

す べ て の知的所有権は、 体裁、 媒体、 バ ッ ク ア ッ プ で あ る か の如何に か か わ ら ず、 そ

の一切に つ い て サ イ バ ー リ ン ク に独占的に帰属し ま す。

本契約書に特に規定 さ れ て い な い権利はす べ て サ イ バ ー リ ン ク に よ っ て留保 さ れ ま

す。

ア ッ プ グ レ ー ド

本ソ フ ト ウ ェ ア が従来製品か ら の ア ッ プ グ レ ー ド で あ っ た場合、 従来製品の使用権は

本ソ フ ト ウ ェ ア の使用権に交換 さ れ る も の と し ま す。 本ソ フ ト ウ ェ ア の導入ま た は使

用に よ り 、 従来製品の使用許諾契約が自動的に解除 さ れ る こ と に お客様は同意 さ れ た

も の と し、 お客様に よ る従来製品の使用な ら び に第三者へ の譲渡は で き な く な り ま

す。 

第三者提供の コ ン テ ン ツ の利用 

お客様が、 本ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 第三者か ら 提供 さ れ る画像 ・ 音声デ ー タ な ど の コ ン

テ ン ツ を再生し利用す る場合、 そ の権原お よ び無体財産権は、 各 コ ン テ ン ツ所有者の

所有物で あ り 、 著作権法お よ び そ の他の無体財産権に関す る法律な ら び に条約に よ っ

て保護 さ れ て い ま す。 本契約書は、 そ の よ う な コ ン テ ン ツ の使用権を許諾す る も の で

は あ り ま せ ん。

保証及び責任の限定 

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア、 関連印刷物、 お よ び サ ポ ー ト サ ー ビ ス に起因し

て お客様又は そ の他の第三者に生じ た結果的損害、 付随的損害及び逸失利益に関し

て、 一切の瑕疵担保責任お よ び保証責任を負い ま せ ん。 ま た、 本ソ フ ト ウ ェ ア又は関

連印刷物の物理的な紛失、 盗難、 事故及び誤用等に起因す る お客様の損害に つ き一切

の保証を い た し ま せ ん。

サ イ バ ー リ ン ク は、 本ソ フ ト ウ ェ ア及び関連印刷物の機能も し く は サ ポ ー ト サ ー ビ ス

が お客様の特定の目的に適合す る こ と を保証す る も の で はな く 、 本ソ フ ト ウ ェ ア の選

択、 導入、 使用、 お よ び そ れ に よ っ て得 ら れ る結果に つ い て は、 す べ て お客様の責任

と な り ま す。

本契約書に記載の な い保証条項が発見 さ れ た場合、 保証対象期間は お客様が本ソ フ ト

ウ ェ ア を購入 さ れ た日か ら ９ ０ 日以内 と し、 保証金額は お客様が本ソ フ ト ウ ェ ア の購

入の た め に お支払い い た だ い た金額を超え な い も の と し ま す。



お客様が本契約を解除す る場合、 本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の バ ッ ク ア ッ プ を

含む一切を、 物理的お よ び電子的に読み取 り で き な い状態で破棄す る と と も に、 コ ン

ピ ュ ー タ上の本ソ フ ト ウ ェ ア お よ び関連印刷物の一切を消去す る も の と し ま す。 本契

約は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に関し て お客様 と サ イ バ ー リ ン ク と の間に締結 さ れ、 台湾に お

け る法律に準拠し ま す。 本契約に起因す る紛争の解決に つ い て は、 Taiwan Arbitration 

Act. に準ず る も の と し ま す

著作権

All rights reserved. CyberLink Corporation の文書に よ る許可な く 本書の一部あ る い は全

部を作 り 変え た り 、 検索シ ス テ ム に保存し た り 、 あ る い は電子的、 機械的、 フ ォ ト コ

ピ ー、 記録的方法を含め、 い か な る方法に お い て も転送す る こ と を禁止し ま す。

法律の認め る範囲に お い て、 CyberLink Media Suite は情報、 サ ー ビ ス、 ま た は 

CyberLink Media Suite に関連し て提供 さ れ る製品に つ い て い か な る保証も行わな い こ

と 、 商品性、 特定目的へ の適合性、 プ ラ イ バ シ ー保護の見込み、 非侵害性に つ い て い

か な る暗示的保証も行わな い こ と を含め、 明示ま た は暗示の有無に関わ ら ず い か な る

保証も行わ ず現状の ま ま で提供 さ れ ま す。

こ の ソ フ ト ウ ェ ア を ご使用に な る と 、 お客様は CyberLink が こ の ソ フ ト ウ ェ ア ま た は

こ の パ ッ ケ ー ジ に含ま れ る素材を使用し た結果生じ る直接的、 間接的、 結果的損失に

つ い て一切責任を負わな い こ と に同意し た も の と みな さ れ ま す。

こ こ に記載す る条件は、 台湾の法律に よ り 管理お よ び解釈 さ れ る も の と し ま す。

CyberLink Media Suite は本書に記載 さ れ る そ の他の会社名お よ び製品名 と 同じ く 登録

商標で あ り 、 識別を目的 と し て の み記載 さ れ て お り 、 そ の所有権は各社が所有し て い

ま す。

本社

Copyright © 2009 CyberLink Corporation. All rights reserved.

所在地 CyberLink Corporation
15F, #100, Minchiuan Road, Shindian City
Taipei 231, Taiwan

Web サ イ ト http://www.cyberlink.com
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第 1 章 :

紹介
CyberLink Media Suite は、マルチメディア ソフ トウェアを  1 つのパッケージ

にしたオール イン  ワン  ソリューシ ョ ンです。

CyberLink Media Suite で使える機能は、 次の通りです。

• 世界で最も広く使用されている  PC 向けソフ トウェアでムービーを再生。

• 各形式で音楽またはデータを書き込み。
• さまざまな機能が付いた編集ツールで動画を編集。
• プロジェク ト作成用に、 Flickr*、 Freesound*、 DirectorZone からコンテンツ

をダウンロード。
• モーシ ョ ン  メニュー付きの Blu-ray ディスク *、 AVCHD*、 DVD ディスクを

オーサリング。
• フェイス タグ機能を使って画像を整理したり、 プロ並みのスライドシ ョー

を作成。
• 音声ファイルを録音、 ト リ ミ ング、 切り取り、 エフェク ト追加して、 動画

編集に使ったり、 友達と共有。
• Flickr や Facebook に画像を、 YouTube や Facebook に動画をアップロード し

て、 友達と共有。
• データのバックアップと リス トア。
• ディスクラベルの作成と印刷。
• 便利なディスク  ツールにアクセス ( ディスクの消去や作成、 ディスク  イ

メージの書き込み )。

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

CyberLink Media Suite のプログラム
CyberLink PowerStarter のインターフェイスを使う と、 CyberLink Media Suite の
すべてのプログラムにアクセスすることができます。 CyberLink PowerStarter を
使う と、 CyberLink の多様なホーム エンターテイメン ト  ソフ トウェアに簡単に
1



CyberLink Media Suite
アクセスでき、 メディア ファイルを管理したり、 ムービーを作成したり、 ディ

スク  コンテンツを整理したり、 ディスクに書き込んだりできます。

PowerStarter のプログラム

CyberLink PowerStarter を起動すると、 次のように表示されます。

CyberLink PowerStarter から、 すべてのソフ トウェアに簡単にアクセスできま

す。 また、 ソフ トウェアのアップグレード / アップデート も簡単にできます。

機能

メニュー アイコン

クイック  アクセス ボタン
 2



第 1 章 : 紹介
メニュー アイコン

使用するメディアのタイプまたは機能に対応するメニュー アイコンをクリ ック

します。

メニュー アイコンをクリ ックすると、 アクセス可能な機能が表示されます。 ボ

タンをクリ ックすると、 各プログラムにクイック  アクセスできます。

音楽

[ 音楽 ] メニューからは、 音声ファイルをディスクに書き込んだり、

さまざまな形式に変換する機能にアクセスできます。 オーディオ 
ディスクをハード  ド ライブに取り込んだり、 オーディオ ファイル

を編集することもできます。

ムービー プレーヤー

[ ムービー プレーヤー ] メニューからは、 ムービー ディスク、 ムー

ビー フォルダー、 ムービー ファイルからムービーを再生すること

ができます。 ムービー プレーヤーのナビゲーシ ョ ン  コン ト ロールを

使う と、 好みに合わせて再生が可能です。

データ

[ データ ] メニューからは、 データ  ディスクの作成ができます (
データ  ファイルを各形式のディスクに書き込み )。 既存のリライタ

ブル (RW) ディスクをフォーマッ ト して、 ド ラ ッグ＆ドロップで書

き込むこともできます。

音楽 動画

データ ユーティ リテ ィー

ムービー プレーヤー

画像

コピー＆バックアップ

お気に入り
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画像

[ 画像 ] メニューからは、 画像のインポート、 管理、 補正など、

様々な機能にアクセスできます。 スライ ドシ ョーを作成したり、

メニュー付きのフォ ト  ディスクをオーサリングしたり、 インター

ネッ ト  サイ トにアップロード、 共有することもできます。

動画

[ 動画 ] メニューからは、 各種ソースから動画をキャプチャーおよ

びインポート したり、 動画作品を編集したりすることができま
す。 プロ並みのモーシ ョ ン  メニュー付きのディスクを作成した

り、 ポータブル デバイス向けに動画を出力したり、 インターネッ

トサイ トにアップロード、 共有したりすることもできます。

コピー＆バックアップ

[ コピー＆バックアップ ] メニューからは、 データおよびムービー 
ディスクのコピーができます。 大切なデータをすべてバックアッ

プし、 必要に応じてリス トアすることもできます。

ユーテ ィ リテ ィー

[ ユーティ リテ ィー ] メニューからは、 ディスクの管理 ( ディスク  
イ メージの作成および書き込み、 既存ディスク  コンテンツの消去

など ) ができます。 ビデオ ディスクを編集したり、 ラベルのデザ

インや印刷を行う こともできます。 

お気に入り

[ お気に入り ] メニューには、 よ く使う機能やプログラムを登録し

ます。 デフォルトでは、 このウィンドは空になっています。

[ お気に入り ] メニューに機能やプログラムを登録するには、 登録

するメニュー アイコンをクリ ックします。 マウスを移動させて、  

をクリ ックします。

[ お気に入り ] メニューの機能やプログラムを削除するには、 マウスを移動さ

せて、  をクリ ックします。
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機能アイコン

いずれかのメニュー アイコンの上にマウスを置く と、 アクセス可能な機能およ

びタスク内容が表示されます。 いずれかの機能を選択し、 対応するソフ トウェ

アを起動して、 目的のタスクを実行するか、 希望する機能にアクセスします。
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クイック  アクセス ボタン

CyberLink PowerStarter には、 [ アップグレード / アップデート ]、 [CyberLink 製
品 ] 、 [ バージ ョ ン情報 ]、 [ 環境設定 ] のクイック  アクセス ボタンもあります。

アップグレード / アップデート

[ アップグレード / アップデート ] ウィンドウから、 コンピューターにインス

トールされている  CyberLink 製品のバージョ ンが確認できます。 一覧には、

バージ ョ ン番号および、 アップグレード / アップデートの有無を示すボタンが

表示されます。

[ 無料アップデート ] の  をクリ ックして、 ソフ トウェアの最新パッチを

ダウンロード します。 [ アップグレード ] の  をクリ ックして、 製品の

アップグレードページを開く こともできます。

CyberLink 製品

インストールされている  CyberLink 製品の一覧を表示するには、  をクリ ック

します。 プログラム名の上にマウスを置く と、 各プログラムの詳細が表示され
ます。 プログラムのいずれかを選択し、 対応するソフ トウェアを開きます。

注 ： CyberLink PowerStarter で利用可能なプログラムは、 コンピューターにインス

トールされている製品、 購入したバージ ョ ンによって異なります。

バージ ョ ン情報

CyberLink PowerStarter のバージョ ン情報を表示するには、  をクリ ックしま

す。

アップグレード / アップデート

環境設定

バージョ ン情報

CyberLink 製品
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環境設定

CyberLink PowerStarter の環境設定を行うには、  ボタンをクリ ックし、 希望す

る設定を選択します。

• プログラムを閉じると  PowerStarter に戻る : CyberLink PowerStarter からアク

セスしたプログラムを閉じると、 メイン  ウィンドウに戻ります。

• 最新バージ ョ ンを自動的に確認する : ソフ トウェアの最新バージョ ンを  14 
日ごとに自動的に確認します。 最新バージ ョ ンがダウンロード可能になる

と、 [ 無料アップデート ] および [ アップグレード ] のボタンが利用可能にな

ります。
• CyberLink の製品情報を取得する : アップグレード  ページのバナーや広告の

表示 / 非表示を切り替えます。

• 表示言語 : CyberLink PowerStarter の表示言語をドロップダウン  リス トから

選択します。

バージ ョ ン表
CyberLink Media Suite 8.0 のバージ ョ ンの違いは、 次の通りです。

製品 CMS 8.0 Ultra CMS 8.0 Pro CMS 8.0 Centra

PowerDVD 9.0 BD Express 9.0 Standard 9.0 Standard

PowerDirector 8.0 HE 8.0 HE 8.0 DE

PowerProducer 5.0 Ultra 5.0 Ultra 5.0 DVD

MediaShow 5.0 Deluxe 5.0 Deluxe 5.0 DE

Power2Go 6.0 Deluxe 
without 

authoring

6.0 Deluxe 
without 

authoring

6.0 Deluxe 
without 

authoring

WaveEditor 1.0 Standard 1.0 Standard 1.0 LE

PowerBackup 2.6 Standard 2.6 Standard 2.6 Standard

Instant Burn 5.0 Standard 5.0 Standard 5.0 Standard

PowerDVD Copy 1.0 Standard 1.0 Standard 1.0 Standard

LabelPrint 2.5 Standard 2.5 Standard 2.5 Standard
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注 ： お使いの CyberLink Media Suite のバージ ョ ンによっては、 一部の機能やプログ

ラムが利用できない場合があります。 特定の製品で提供されている機能に関する情

報は、 製品の Readme またはヘルプ ファイルを参照して ください。

システム要件
このプログラムを実行するための最小システム要件は以下の通りです。 使用す
るシステムがこの要件を満たしていても、 一部の作業を行うためにはシステム
の拡張が必要になる場合があります。

PhotoNow 1.0 Standard 1.0 Standard 1.0 Standard

PowerStarter 8.0 8.0 8.0

最小システム要件

OS Microsoft Windows 7/Vista / XP

画面解像度 1024 x 768、 16 ビッ ト カラー以上

メモリ 512 MB （1 GB 以上推奨）

HD ビデオ編集には 2GB DDR2 以上を推奨

CPU DVD 画質 （MPEG-2） ： Pentium 42.2 GHz または 
AMD Athlon XP 2200+
高画質 MPEG-4 および スト リーミング （WMV、
QuickTime、 RealVideo） ： Pentium 4 2.4 GHz また

は AMD Athlon XP 2400+
AVCHD および MPEG-2 HD （Blu-ray ディスク書込

み） ： Pentium Core 2 Duo E6400 または Athlon 64 
X2 5000+

製品 CMS 8.0 Ultra CMS 8.0 Pro CMS 8.0 Centra
 8
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VGA Intel® 945GM 以上

64MB-VRAM 以上

一部のアニメーシ ョ ン効果が使用できない、 ま
たは低いグラフ ィ ッ クシステムが使用される場
合があります。

HDD 容量 最小 5 GB （SmartSound Quicktrack Library には 
400MB が必要）

DVD の出力には 10GB 必要 （20 GB 推奨）

 Blu-ray ディスク /AVCHD の出力には 60 GB 必要

（100GB 推奨）

DV OHCI IEEE 1394 対応デバイス

ビデオキャ
プチャ  
デバイス

WDM 規格準拠の PCI または USB1.0/2.0 キャプ

チャデバイス （WDM ド ライバ対応 PC カメ ラや 
TV チューナなど）

OHCI 対応 IEEE1394 接続 DV カメ ラ （対応モデル

は CyberLink ホームページを参照）

USB2.0 接続の DVD カメ ラ （対応モデルは 
CyberLink ホームページを参照）

Sony MicroMV/AVCHD/HDV カメ ラ （対応モデル

は CyberLink ホームページを参照）

書き込み CD または DVD 書込みド ライブ （CD-R/RW、

DVD+R/RW、 DVD 乏 /RW など） は VCD/DVD/
SVCD/AVCHD の書込みが可能。

Blu-ray ディスク書き込みドライブは、 Blu-ray 
ディスクへの書き込みが可能。

最小システム要件
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音楽
[ 音楽 ] 機能からは、CyberLink Power2Go を使って音声ファイルを  DVD や CD
に書き込むこ とができます。 オーディオ CD からハード  ディ スクに音楽を

取り込むこともできます。

CyberLink WaveEditor を使う と、 音声フ ァイルにエフ ェ ク ト を追加したり、

カスタムの音声を録音することができます。

注 ： コンピュータに音楽ファイルを書き込んだり、 取り込んだり したりするために
コーデックが必要です。 Windows Media Player 11 がインストールされていることを

確認して ください。
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音楽ディスクを作成する
CyberLink Power2Go を使用すると、 音楽ディスクが簡単に作成できます。 通常

の CD プレイヤーで再生できる音楽 CD や、 MP3 や WMA ファイルを含む CD や 
DVD も作成できます。

出力ディスクが異なっても、 すべて同じ作成手順で作成できます。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。

音楽ディスクの書き込みを行う

音楽ディスクの書き込みは、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 音楽 ] メニューから、 作成する音

楽ディスクのタイプまたはディスクの形式を選択します。 音楽ディスク

ウィ ンドウが表示されます。

2. 検索ペインを使ってディスクに書き込みたいファイルを選択します。 [
メディア ] タブから、 CyberLink Media Library サービスから、 アルバム、

アーテ ィス ト、 ジャンル、 最近追加または開いた音楽ファイルを検索す
ることができます。
 12
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3. 書き込みたい音楽ファイルを選択し、 書き込み先ディスクにド ラ ッグす

るか、  ボタンをクリ ックします。

4. 書き込みたい音声をすべて追加したら、  をクリ ッ クします。

5. 必要に応じて、 [ 音楽 ] （オーディオ CD、 MP3 音質、 WMA 音質） タブや 
[ 共通 ]、 [ 書き込みドライブ ] タブの設定を変更して ください。

6. 準備ができたら、 [ 書き込み ] をクリ ッ クします。 ディスクの書き込み

を開始します。

7. 書き込みが完了したら、 ダイアログボックスからオプシ ョ ンを選択して
以下を行います。

• [ ログの表示 ] をクリ ックして、 書き込みログを表示します。 ログはデフォ

ルトのテキストエディ タで開き、 見たり、 保存したり します。
• ディスクのラベルを印刷するには [ ラベル印刷 ] をクリ ックします。

CyberLink LabelPrint が起動します。 詳細は、 69 ページの 「ディスクラベル

の印刷」 を参照して ください。
• [OK] をクリ ックしてダイアログを閉じて、 終了します。

オーディオ CD の取り込みを行う
音声の取り込み機能を使用すると、 音声ファイルを含む CD からオーディオト

ラ ックを  MP3、 WAV、 WMA 形式でハードディスクに取り込めます。

音声ファイルをハードディスクに取り込む方法は、 以下の通りです。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 音楽 ] メニューから、 [ オーディオ 
CD の取り込み ] を選択します。

2. ディスクを挿入して、 ド ライブを選択します。

• ディスクを交換したり、 違う ド ライブに変更する場合は、 [ 更新 ] をクリ ッ

クして最新情報を確認します。

3. ハードディスクに取り込むオーディオト ラ ックを選択します。

4. オーディオト ラ ックを取り込むフォルダを指定します。

5. [ 実行 ] をクリ ックすると、 ファイルの取り込みが開始します。

CyberLink Power2Go は指定したフォルダにファイルを取り込みます。
13
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オーディオ ファイルを変換する
オーディオ変換 ユーティ リテ ィ を使用して、 オーディオ ファイルを異なる

オーディオフォーマッ ト (MP3、 WAV、 WMA フォーマッ ト間 ) に変換します。 
オーディオ ファイルを別の品質に変換したり、 ビデオクリ ップからオーディオ

を録音したりできます。

オーディオ ファイルやビデオファイルを変換するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 音楽 ] メニューから、 [ 音声ファイ

ルの変換 ] を選択します。 音声ファイル変換ウィンドウが開きます。

2.  をクリ ッ クしてから、 変換するファイルを選択します。 インポート

をクリ ッ クしてファイルを開きます。

3. 参照をクリ ックしてから、 変換先フォルダを選択します。

4. ファイルを変換するフォーマッ ト を指定し、 必要な場合には、 ドロップ
ダウンボックスから音質を選択します。

5. 実行 をクリ ックして開始します。 CyberLink Power2Go はファイルを指定

フォーマッ トに変換します。

音声を編集する
CyberLink WaveEditor を使う と、 録音、 ト リ ミ ング、 切り取りなど、 音声を編

集して、 動画編集やファイル共有の用途に活用することができます。 

CyberLink WaveEditor で音声ファイルを編集するには、 CyberLink PowerStarter 
ウィンドウの [ 音楽 ] メニューから、 [ 音声の編集 ] を選択します。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。

音声をライブラリーに追加する

ハード  ド ライブまたはリムーバブル デバイスから音声をインポート します。 カ
スタムの音声を録音したり、 Freesound Web サービスからダウンロード して、

ライブラリーに直接インポートすることもできます。 
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音声をインポートする

ハード  ド ライブまたはリムーバブル デバイスから音声をインポートするには、

 をクリ ックし、 ファイルを指定して、 [ 開く ] をクリ ックします。 複数の

音声ファイルを一度にライブラリーにインポートすることもできます。 

注 ：音声ファイルをライブラリー エリアにド ラッグ＆ドロップして、 プログラム

にインポートすることもできます。

対応形式

CyberLink WaveEditor では、 次の音声形式がインポート可能です。

音声 : MP3、 WAV、 WMA、 M4A*、 AC3**

注 ： * CyberLink WaveEditor の Standard バージ ョ ン、 および LE バージ ョ ン  (Windows 
7 使用時 ) でのみご利用いただけます。 ** CyberLink WaveEditor の LE バージョ ンでは

ご利用いただけません。

Freesound から音声をダウンロードする

サウンド  エフェク トや音楽クリ ップなどの音声サンプルを  Freesound サービス

から  CyberLink WaveEditor にダウンロードできます。

Freesound から音声クリ ップをダウンロードするには、 次の操作を行います。

1.  をクリ ッ クします。

2. ウィザードの指示に従って、 Freesound にサインインしてから利用規約

に合意します。

3. 検索ウィンドウで、 音声クリ ップを検索します。

注 ：検索を実行する前に、 チェ ックボックスを使って検索キーワードを絞り込みま
す。

4. ライブラリーにインポートする音声をすべて選択したら、 [ ダウンロー

ド ] ボタンをクリ ッ クします。
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注 ： ライブラリーにダウンロード した音声は、 商業目的で利用できません。 音声サ

ムネイル下のボタンをクリ ックすると著作権情報が表示されます。

音声を録音する

CyberLink WaveEditor では、 カスタムの音声を  WAV 形式で録音することができ

ます。 録音した音声は、 ライブラリーに直接インポート され、 [ 環境設定 ] で指

定されるエクスポート  フォルダーに保存されます。 

音声を録音するには、  ボタンをクリ ックして、 録音ウィンドウを開き

ます。

A - 録音音量コン ト ロール、 B - 時間制限設定、 C - サイズ制限設定、 D - 音声デバイス設定、 E - 
音質設定、 F - フ ェードイン / フェードアウト  ボタン

録音の環境設定は、 次のように行います。

• スライダー コン ト ロールで録音の入力音量を調整します。

• 指定した時間で録音を自動的に停止させるには、 [ 時間制限 ] をチェ ックし

て、 希望の時間を入力します。

A

E

B

F

C

D
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• 指定したファイル サイズに到達時に録音を自動的に停止させるには、 [ サ
イズ制限 ] をチェ ックして、 希望のサイズを入力します。

• [ 設定 ] を選択して、 [ 音声デバイス ] および [ 音声入力 ] を指定します。

• [ プロファイル ] を選択して、 音質を設定します。

• 開始時にフェードインするには、  または [ 開始時にフェードイン ] を選

択します。 終了時にフェードアウトするには、  または [ 終了時にフェー

ドアウト ] を選択します。

音声の録音を開始するには、  をクリ ックします。 録音を停止して、 ライブ

ラリーに録音したファイルを保存 / インポートするには、  をクリ ックしま

す。 [ 閉じる ] をクリ ックして、 メイン  ウィンドウに戻ります。

音声を編集する

ライブラリーにすべての音声をインポート したら、 編集を開始します。 音声

ファイルをクロッピング、 ト リ ミングしたり、 貼り付けたりすることができま
す。

音声ファイルを編集するには、 次の操作を行います。

1. 編集する音声ファイルをライブラリーから選択します。

2. 編集するチャンネルを指定します (1 チャンネルまたは 2 チャンネル )。 
範囲の選択を使って、 編集する部分を選択します。 

3. 編集ツールの詳細は次の通りです。

編集ツール

音声ファイルの選択部分を切り取ります。

選択部分をコピーします。

切り取りまたはコピーした音声の波形を、 現在のタイムラインの
位置に貼り付けます。

選択部分を削除します。
17
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注 ：音声ファイルを編集しても、 元の音声ファイルは影響されません。 編集を保存

するには、 音声ファイルをエクスポートする必要があります。 詳細は、 22 ページの

「音声をエクスポートする」 を参照して ください。

主音量を調整する

タイムラインの音声ファイルは、 あらゆる位置で音量を調整することができま
す。 任意の位置の音量を上げたり、 下げたりすることができます。

主音量を調整するには、 次の操作を行います。

1. 再生コン トロールを使うか、 タイムライン  スライダーをド ラ ッグして、

最大音量 / 最小音量の位置を指定します。

2. 主音量エリアのラインをクリ ックして、 音量キーを希望する音量レベル
にドラ ッグします。

3. 再生コン トロールを使うか、 タイムライン  スライダーをド ラ ッグして、

音量レベルを変更する開始点を指定します。

4. 主音量エリアのラインをクリ ックして、 音量キーを元の音量レベルにド
ラ ッグします。

選択部分をクロッピングします。 選択されていない部分は削除さ
れます。

編集ツール
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注 ：最後のステップは参考用です。 最初から希望のレベルまで徐々に上げる / 下げ

る場合には、 必要ありません。

5. 必要に応じて音量キーを調整し、 希望の音量レベルにします。

注 ：音量キーを削除し元の値に戻すには、 不要なキーを選択し、 主音量エリア外に
ド ラッグします。

オーディオ エフェク ト

CyberLink WaveEditor を使う と、 音声ファイルに様々なデフォルトのエフェク

ト を適用することができます。 ダウンロード したカスタムの VST プラグイン  エ
フェク ト をインポート して、 適用することもできます。

デフォルト  エフェク ト

CyberLink WaveEditor には、 使用頻度の高いデフォルトのエフェク トが搭載さ

れています。 さらに高度なオーディオ エフェク ト を適用したい場合は、 カスタ

ムの VST プラグイン  エフェク ト をインポートすることもできます。

CyberLink WaveEditor には、 次のエフェク トが搭載されています。

注 ： エフェク ト をプレビューするには、 エフェク ト  エリアから希望のエフェク ト

を選択し、 [ プレビュー ] をチェ ックして、   ボタンをクリ ックします。 

音量

• ブースト : 音量を上げます。 スライダーを移動して、 音量を調整します ( 最
大 12 db)。

• フェード : 音声をフェードイン / フェードアウト します。  を選択すると、

音声をフェードインします。  を選択すると、 フェードアウト します。 ス

ライダーを移動して、 [ 開始音量 ] ( フェードイン / フ ェードアウトの開始時

) および [ 終了音量 ] ( フェードイン / フェードアウトの終了時 ) を設定しま

す。
19
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歪み

• 速度変更 : 音声全体の速度を変更します。 元の速度の半分の速度 (0.5 X) から

倍の速度 (2.0 X) まで変更することができます。

• ピッチ シフ ト : 音声のピッチを調整して、 元の音声の速度を速め / 遅めま

す。

調整

• イコライザー : 音声にイコライザー フ ィルター ( プリセッ ト ) を適用しま

す。 各スライダーを移動して、 音声全体をカスタマイズすることもできま

す。

生成

• 反響 : 音声に反響音を適用します。 各スライダーを移動して、 エコーのレベ

ルを調整します。
• 無声音の生成 : 選択した音声に任意の時間、 無声音を適用します。

• ノ イズの生成 : 選択した音声に任意の時間、 ノイズを適用します。

特殊

• ノ イズ リダクシ ョ ン : 音声中のノイズを低減します。

• ラジオ : ラジオ音声風のフ ィルターを適用します。 [ ラジオの種類 ] のドロッ

プダウンから、 希望の種類を選択します。
• 電話 : 電話音声風のフ ィルターを適用します。 [ 電話の種類 ] のドロップダウ

ンから、 希望の種類を選択します。

VST

VST プラグイン  エフェク トは、 音声処理ソフ トウェアの業界規格です。 VST エ
フェク ト を購入、 ダウンロード して、 CyberLink WaveEditor にインポート しま

す。

注 ： VST プラグイン  エフェク トの詳細情報は、 関連の文書を参照して ください。
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第 2 章 : 音楽
エフェク ト をインポートする

VST プラグイン  エフェク ト を使って、 音声に好みのカスタム エフェク ト を適用

することができます。 VST プラグイン  エフェク トは、 インターネッ トから入手

し、 CyberLink WaveEditor に簡単にインポートすることができます。

注 ： CyberLink 社は、 ダウンロード された VST プラグイン  エフェク トおよび VST モ
ジュールの品質は保証いたしません。

VST プラグイン  エフェク ト をダウンロード したら、 次のように CyberLink 
WaveEditor にインポート します。

1. メニューから、 [ エフェク ト ] > [VST] > [VST エフェク トのインポート ] を選

択します。

2.  ボタンをクリ ッ クして、ダウンロード された VST プラグイン  

エフェク トの保存先を検索します。

注 ： CyberLink WaveEditor は、 DLL 形式の VST プラグイン  エフェク ト をインポート

します。 ダウンロード されたエフェク トが ZIP 形式の場合、 プログラムにインポー

トする前に、 ファイルを解凍する必要があります。

3. VST プラグイン  エフェク ト を選択したら、 [ 開く ] をクリ ックします。

4. [OK] をクリ ックして、 エフェク ト を  CyberLink WaveEditor の VST セク

シ ョ ンにインポート します。

エフェク ト を適用する

エフェク トは、 選択範囲またはクリ ップ全体に適用することができます。 エ
フェク ト を適用するには、 次の操作を行います。

1. エフェク ト を適用する音声ファイルをライブラリーから選択します。

2. エフェク ト を適用するチャンネルを指定します (1 チャンネルまたは 2
チャンネル )。

3. 範囲の選択を使って、 エフェク ト を適用する部分を選択します。 
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注 ：範囲を選択しない場合は、 クリ ップ全体にエフェク トが適用されます。

4. 適用するエフェク ト をクリ ッ クします。 エフェク ト  ウィンドウが開きま

す。

5. 好みに応じてエフェク ト設定を調整します。

6. [OK] ボタンをクリ ックして、 音声ファイルにエフェク ト を適用します。

音声をエクスポートする

音声ファイルに適用した変更を保存すると、 毎回新規のファイルに保存されま
す。 実質的には、 元のファイルをエクスポート して、 新規バージ ョ ンと して保

存 ( 新規のファイル形式で保存も可能 ) していることになります。

新規のバージ ョ ンと して音声ファイルを保存およびエクスポートするには、 次
の操作を行います。

1. 保存 / エクスポートする音声ファイルをライブラリーから選択して、

 をクリ ッ クします。

2. [ 名前を付けて保存 ] で新規のファイル名を入力し、 [ ファイルの種類 ] ド
ロップダウンから、 希望の形式を選択します。

3. [ 保存 ] をクリ ッ クします。 ファイルは [ 環境設定 ] で指定されるエクス

ポート  フォルダーに保存されます。 

対応形式

CyberLink WaveEditor では、 次の音声形式がエクスポート可能です。

音声 : MP3**、 WAV、 WMA、 M4A*

注 ： * CyberLink WaveEditor の Standard バージ ョ ン、 および LE バージ ョ ン  (Windows 
7 使用時 ) でのみご利用いただけます。 ** CyberLink WaveEditor の LE バージョ ンでは

ご利用いただけません。
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ムービー プレーヤー
CyberLink Media Suite から、 通常のデ ィ スク  プレーヤーと同様に使える

CyberLink PowerDVD にアクセスできます。 ナビゲーシ ョ ン  コン ト ロールを

使う と、 好みに合わせて、 インタラクテ ィ ブな視聴をお楽しみいただけま
す。

CyberLink PowerDVD では、 DVD フォルダーの動画や、 ハード  ド ライブの動

画ファイルを再生することができます。

コンピューターでムービーを再生するには、[ ムービー プレーヤー ] メニュー

から、 再生するムービー メディアの種類を選択します。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。
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メディアを再生する
CyberLink PowerDVD は、 ハイデフ ィニシ ョ ン  コンテンツ、 DVD、 動画ファイ

ル、 オーディオ CD など、 あらゆるデジタル メディアの再生が可能です。

対応するメディアの種類と形式
CyberLink PowerDVD が対応する光学ディスクとファイル形式は、 以下の通りで

す。

注 ： CyberLink Media Suite Ultra でのみご利用いただけます。

CyberLink PowerDVD が対応するファイル形式は、 以下の通りです。

音声形式 ： MP3、 M3U、 MP2、 M4A、 WAV、 WMA、 AOB、 AC3、 CDA、 MID、
RMI

動画形式 ： MPG、 MPEG、 AVI、 DAT、 WMV、 ASF、 VOB、 DVR-MS、 MOD、 TOD、
M2TS、 MP4、 DV、 EVO、 DIV、 DivX、 MPV、 M1V、 TRP、 M2V、 AVC、 MOV、
RMX、 TIVO、 VRO、 WTV

ムービー ディスクを再生する

CyberLink PowerDVD は、 通常のディスク  プレーヤーと同様に、 ムービー ディ

スクの再生ができるソフ トウェアです。

CyberLink PowerDVD でムービー ディスクを再生するには、 次の操作を行いま

す。

ディスクの種類 ファイル形式

Blu-ray ディスク * BDAV、 BDMV

DVD DVD-Video、 AVCHD*、 AVCREC*、 DVD-
VR、 DVD+VR

CD VCD、 SVCD、 オーディオ
 24
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ムービー プレーヤー ] メニューか

ら、 [ ムービー ディスクの再生 ] を選択します。

2. ディスク  ド ライブにすでにムービー ディスクが入っている場合、 自動

的に再生が開始します。 別のドライブにあるディスクを選択する場合

は、  をクリ ッ クしてディスクが含まれるド ライブを選択し、 [ 再生 ] 
をクリ ッ クします。

オート レジューム ( 続きから再生 )
再生中に [ 停止 ] または [ 閉じる ] をクリ ックすると、 別のファイルやディスク

をその後すぐに再生した場合でも、 次回そのディスクを再生する際には、 前回
最後に見たシーンから再生されます。 

オート レジューム機能により、 前回停止したシーンが記録されます。 オート レ
ジューム機能には、 以下のオプシ ョ ンがあります。

• [ 続きから再生 ] をクリ ックすると、 前回停止したシーンから続きを見るこ

とができます。
• [ 最初から再生 ] をクリ ックすると、 ディスクの最初から再生が始まりま

す。
• リモコン、 ノートブックのタ ッチパッ ド、 キーボードを使うか、 マウスで

サムネイルをクリ ック＆ド ラッグして、 FancyView のチャプターサムネイル

をスクロールします。 特定のチャプターを選択して、 そのチャプターから
再生を開始します。

注 ： レジューム （続きから再生） 機能は動画ファイルには対応しません。 IFO ファ

イルがある場合、 ハードディスク中の DVD ファイルのみに対応します。

ディスクを挿入する度にこの機能を表示しないようにするには、 [ プレイヤー ] 
設定タブの [ オート レジューム設定 ] で設定します。 詳細については、 77 ペー

ジの 「プレイヤーの設定」 を参照して ください。

チャプタービューワー

チャプタービューワーでは、 チャプターのサムネイルを表示します (2 つの

モードから選択 )。
25
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注 ： チャプタービューワーは、 コンテンツ保護の理由により、 Blu-ray ディスクは再

生できません。

• : FancyView で、 チャプターサムネイルを表示します。 リモコン、

キーボード、 ノートブックのタ ッチパッ ドを使って、 サムネイルをスク
ロールします。 マウスを使って、 チャプターサムネイルをクリ ック＆ド
ラッグすることもできます。 特定のチャプターを選択して、 そのチャプ
ターから再生を開始します。

• : グリ ッ ド ・ ビューで、 チャプターサムネイルを表示します。 リモコ

ンかマウスを使って、 チャプターサムネイルをブラウズします。 特定の
チャプターを選択して、 そのチャプターから再生を開始します。

注 ： チャプタービューワーを使用すると、 CyberLink PowerDVD はコンピュータに全

チャプターのサムネイルを保存します。 サムネイルを管理し、 ディスクの空き容量
を確保に関する詳細は、 101 ページの 「DVD の設定」 のチャプタービューワーのサ

ムネイルのセクシ ョ ンを参照して ください。

TrueTheater エフェク トウィ ンドウ

 ボタンをクリ ックして、 TrueTheater エフェク ト * ウィンドウを表示しま

す。
 26
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注 ： TrueTheater エフェク トは、 Blu-ray ディスクタイ トルの再生時は使用できませ

ん。 TrueTheater エフェク トは、 ハードウェアアクセラレーシ ョ ンが有効になってい

る間は、 使用できません。

TrueTheater エフェク トは、 DVD を最高画質で見るための CyberLink 独自の映像

技術です。 これらのエフェク トに関する詳細は、 82 ページの 「動画の設定」

の TrueTheater エフェク トのセクシ ョ ンを参照して ください。

ムービー フォルダーを再生する

DVD ムービー フォルダー中のムービーを再生するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ムービー プレーヤー ] メニューか

ら、 [ ムービー フォルダーの再生 ] を選択します。 

2. [ フォルダの参照 ] から、 ムービーが含まれるフォルダーを検索します。

3. [OK] をクリ ックして、 再生を開始します。

ムービー ファイルを再生する

CyberLink PowerDVD は、 ディスク  タイ トル以外に、 ムービー ファイルも再生

することができます。 ムービー ファイルを再生するには、 次の操作を行いま

す。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ムービー プレーヤー ] メニューか

ら、 [ ムービー ファイルの再生 ] を選択します。

2. [ プレイリストの編集 ] ウィンドウで、 再生するムービー ファイルを含

むハード  ド ライブ ( 左の画面 ) を検索します。 ムービー ファイルは、 上

部右の画面に表示されます。

3. 上部右の画面でファイルを選択して [ 追加 ] をクリ ッ クし、 プレイリス

トに追加します。 

4. プレイリストに入れるメディアファイルをすべて選択したら、 [OK] をク

リ ックします。 CyberLink PowerDVD は、 プレイリス ト中のファイルを再

生します。
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再生コン ト ロール
CyberLink PowerDVD の再生コン トロールを使用すると、 ディスクやその他のメ

ディア、 またプログラムの主要機能のすべてに簡単にアクセスできます。

 

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明

A ナビゲーシ ョ ンス
ライダー

経過時間を表示します。
スライダーをクリ ッ クす
ると、 他のシーンにジャ
ンプします。

B 再生 / 一時停止 Enter/Space 
バー

メディアを再生 / 一時停

止します。

C 前のチャプター P 前のチャプターに戻りま
す。

D 次のチャプター N 次のチャプターに進みま
す。

P

A B E

Q WR S T

M

U X

F G H I J K NDC L O

V
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E 巻戻し B ディスクコンテンツを倍
速で巻き戻しします。

F 早送り F ディスクコンテンツを倍
速で早送り します。

G コマ戻し E 前のフレームに移動しま
す。

H コマ送り T 次のフレームに移動しま
す。

I 字幕、 音声言語、
アングル

U ( 字幕 )、H 
( 音声言語 )、
A ( アングル
) 

字幕、 音声言語、 アング
ルの切り替えをします。

J TrueTheater エ
フェク ト *

TrueTheater エフェク トの

コン ト ロールにアクセス
します。

K 設定 Ctrl+C PowerDVD の設定にアク

セスします。

L 音量調整 +,- 音量を調節します。

M ムービーコレク
シ ョ ン

F3 ムービーコレクシ ョ ンに
アクセスします。

N 情報表示 再生中のメディアの再生
情報を表示します。

O 経過時間 / 残り時

間

経過時間と残り時間を切
り替えます。

P メディアを選択 Ctrl+O 再生するメディアを選択
します。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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注 ：利用可能な再生コン ト ロールは、 再生中のメディアによって異なります。

設定

[ 設定 ] ウィンドウは、 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ックするか、 キー

ボードの Ctrl + C を押すと表示されます。

Q 停止 S メディアを停止します。

R メニュー L 使用可能なディスク メ
ニューにアクセスします。

S チャプタービュー
ワー

ディスクのチャプター
ビューワーにアクセスし
ます。

T 拡張機能 ナンバーパッ ドや追加ボ
タンなど、 拡張機能にア
クセスします。

U ミ ュート Q 音量を ミ ュートにします。

V ムービー情報ペー
ジ

F2 現在のムービーの詳細情
報やレビューにアクセス
します。 

W Movie Remix ルー

ム

F4 Movie Remix ルームにア

クセスします。

X 取り出し Ctrl+E 選択したディスク ド ライ
ブから、 ディスクを取り
出します。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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注 ： CyberLink PowerDVD の 設定 に関する詳細は、 製品のヘルプ  ファイルを参照し

て ください。
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第 4 章 :

データ
CyberLink Media Suite には、 CyberLink Power2Go によるデータ  ディスク作成

を始めとした、 さまざまな書き込み機能があります。

CyberLink InstantBurn でデータを  Blu-ray ディスク、 DVD、 CD に書き込んだ

り、 フォーマッ トすることもできます。

データ  ディスクを作成する
データ  ディスクの書き込みは、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ データ ] メニューから、 作成する

データ  ディスクのタイプまたはディスクの形式を選択します。 データ  
ディスク  ウィンドウが開きます。 

2. 検索ペインを使ってディスクに書き込みたいファイルを選択します。 [
最近のデータ ] タブから、 CyberLink Media Library サービスを使って、 最

近追加または開いたデータファイルを検索します。

3. 書き込むファイルやフォルダを選択し、 書き込み先ディスクにド ラ ッグ

するか、  ボタンをクリ ッ クします。

4. 書き込むコンテンツをすべて追加したら、  をクリ ッ クしま

す。

5. 必要に応じて、 [ データ ] 、 [ 共通 ]、 [ 書き込みド ライブ ] タブの設定を

変更します。 

6. 準備ができたら、 [ 書き込み ] をクリ ッ クします。

7. 書き込みが完了したら、 ダイアログボックスからオプシ ョ ンを選択して
以下を行います。

• [ ログの表示 ] をクリ ックして、 書き込みログを表示します。 ログはデフォ

ルトのテキストエディ タで開き、 見たり、 保存したり します。
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• ディスクのラベルを印刷するには [ ラベル印刷 ] をクリ ックします。

CyberLink LabelPrint が起動します。 詳細は、 69 ページの 「ディスクラベル

の印刷」 を参照して ください。
• [OK] をクリ ックしてダイアログを閉じた後、 終了します。

ディスクをフォーマッ トする
CyberLink InstantBurn を使用すると、 データをフォルダ単位やファイル単位で

ディスクにド ラッグ＆ドロップするだけで、 簡単に DVD や CD に書き込むこと

ができます。 ディスクがいっぱいになるまで書き込むことができます。 不要な
ファイルやフォルダをゴミ箱に入れて削除することもできます。

注 ： CyberLink DVD Suite をインストールしても、 デフォルトでは CyberLink 
InstantBurn は、 Windows Vista を搭載するコンピュータにはインストールされませ

ん。

データを  DVD や CD にドラッグ＆ドロップする前に、 ディスクをフォーマッ ト

する必要があります。 CyberLink InstantBurn はパケッ ト書き込みのソフ トウェ

アで、 UDF （Universal Disc Format） 形式でフォーマッ ト します。 

注 ： InstantBurn でフォーマッ ト したディスクは、 CyberLink Power2Go などのほかの

書き込みソフ トウェアで使用することはできません。 

CyberLink InstantBurn でディスクをフォーマッ トするには、 次の操作を行いま

す。

1. フォーマッ ト していないブランクディスクをド ライブにセッ ト します。

2. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ データ ] メニューから、 [ ディスク

のフォーマッ ト ] を選択します。 InstantBurn のウィンドウが表示されま

す。

3. フォーマッ トするディスクをセッ ト したド ライブを選択し、 [ 次へ ] を
クリ ックします。

4. [ プロパティ ]  をクリ ッ クして、 ディスクのプロパティ を確認します。

内容が正しければ、 [ 次へ ] をクリ ックします。
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5. ボリュームラベルを入力して、 [ 完了 ] をクリ ッ クします。 ボリューム

ラベルはディスクのフォーマッ ト後に変更できます。

6. 確認のプロンプ トが表示されたら、 [OK] をクリ ッ クしてフォーマッ ト を

開始します。

InstantBurn の使い方

始める前に、 [InstantBurn]  アイコンが画面右下のシステムト レイに表示されて

いることを確認します。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプファイルを参照
して ください。

ディスクへの書き込みを行う

1. [ マイ  コンピュータ ] を開いて、 コピー先のディスク ド ライブアイコン

を表示します。

2. コピーするファイルやフォルダを表示する別のウィンドウを開きます。
ステップ １  で開いたウィンドウにかぶっていないことを確認します。

3. ウィンドウのファイルやフォルダをクリ ックし、 ディスク ド ライブアイ
コンにド ラ ッグします。 ファイル / フォルダがディスクにコピーされま

す。

アイ
コン

詳細

 
CyberLink InstantBurn が実行されていますが、 ド ライブに

ディスクがセッ ト されていない、 またはセッ ト されてい
るディスクをフォーマッ トする必要があります。 

 
CyberLink InstantBurn が実行されており、 すぐに使用でき

ます。
 36



第 4 章 : データ
対応するディスク

Instant Burn 5.0 は、 リライタブル （書き換え可能）、 およびライ トワンス （1 回
限りの書き込み） メディアに対応します。 CD-RW、 DVD-RW、 DVD+RW、 DVD-
RAM、 BD-RE、 BD-R ディスクに対応します。
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画像
CyberLink Media Suite の [ 画像 ] 機能では、 CyberLink MediaShow を使って、

画像の管理、 編集、 共有ができます。

画像をスライ ドシ ョーに出力したり、 様々な形式で印刷したり、 スライ ド
シ ョー DVD を作成したりすることができます。

注 ： CyberLink MediaShow のプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘ

ルプ ファイルを参照して ください。

画像をインポートする
ハード  ド ライブ、 ディスク、 リムーバブル デバイス中の画像は、 簡単に 
CyberLink MediaShow にインポートすることができます。

CyberLink MediaShow に画像 (PowerPoint スライ ドを含む ) をインポートするに

は、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ 画像のイン

ポート ] を選択します。 CyberLink MediaShow のインポート  ウィンドウが

表示されます。

2. [ メディアのインポート ] ボタンを選択して、 インポートするメディアの

保存場所を選択します。 リムーバブル デバイス ( デジタル カ メ ラや他の

デバイス )、 光学ディスク  ド ライブ、 ハード  ド ライブのフォルダーな

ど、接続デバイスに合わせて一覧から選択します。 [ 画像 ] モジュールで 
[PowerPoint ファイルのインポート ] を選択して、 JPG ファイルに変換する  
PowerPoint ファイルを検索、 インポート します。

3. インポートするソース、 フォルダー、 デバイス、 ディスクのコンテンツ
などを選択すると、 インポート  ウィンドウの [ インポート  ト レイ ] セク

シ ョ ンに表示されます。 メディア ファイルを選択して、 ウィ ンドウの [
プレビュー ] セクシ ョ ンでプレビューします。

4. [ すべてインポート ] をクリ ッ クして、 インポート  ト レイ内の全メディア

をインポートするか、 インポートする特定のメディア ファイルを選択

して [ 選択してインポート ] をクリ ッ クします。

注 ： [ 重複を除く ] を選択すると、 以前ライブラリーにインポート されたメディア

はインポート されません。

5. [ メディアのインポート ] ウィンドウに必要な情報 ( ハード  ド ライブの

メディア保存場所など ) を入力して [OK] をクリ ッ クします。

6. インポートが完了したら  [ 完了 ] をクリ ックして、 その後 [ 戻る ] をク

リ ックして CyberLink MediaShow のメイン画面に戻ります。

注 ： メディア インポートのダイアログを非表示にして CyberLink MediaShow を使う

には [ バックグラウンドでインポート ] を選択します。

画像を管理する
CyberLink MediaShow にすべての画像をインポート したら、 画像を整理して、

スライ ドシ ョーを作成したり、 インターネッ トにアップデート したりできま
す。 フェイス タグ機能を使って、 画像中の顔にタグを付けることもできます。
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CyberLink MediaShow で画像を管理するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ 画像の管理

] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示されま

す。

ライブラリーを使用する

画像を  CyberLink MediaShow にインポートすると、 ライブラリーの画像フォル

ダーに自動的に振り分けられます。 ライブラリー内のメディアは、 アルバムと

検索タグに分類されます。 また、 画像モジュールでは人毎にも分類分けできま
す。

ライブラリーは次の項目で構成されています。

• アルバム 
• フォルダー 
• タグ 
• 人 

アルバム

新しいアルバムを作成したり、 既存のアルバムにメディアを追加したり して、
整理したメディアはスクリーン  セーバー、 スライ ドシ ョー、 ムービー、 ディス

クなどに利用できます。

注 ： メディアを [ お気に入り ] に追加すると、 アルバム内の [ お気に入り メディア ] 
フォルダーに自動的に配置されます。

お気に入り

CyberLink MediaShow を使って、 お気に入りの画像を  [ お気に入り ] に追加しま

す。 [ お気に入り ] にメディアを追加すると、アルバムの [ お気に入り メディア ] 
フォルダーに追加されます。 このフォルダーのメディアを表示したり、 スライ
ドシ ョー、 ディスクに追加したり、 友達や家族と共有することができます。

[ お気に入り ] にメディアを追加するには、 次のいずれかを行います。

• メディア ウィンドウから追加するメディア ファイルを選択して、  ボタン

をクリ ックします。

• スライ ドシ ョーを再生時に、  ボタンをクリ ックします。
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• メディアをアルバムの [ お気に入り メディア ] フォルダーにドラッグ＆ド

ロップします。

フォルダー

メディアを  CyberLink MediaShow にインポートすると、 メディアは年別、 対応

フォルダー別に自動的に配置されます。

注 ： リムーバブル ド ライブおよび光学ディスクに保存されているメディアはこの

フォルダー一覧に表示されません。

タグ

CyberLink MediaShow を使って、 画像に検索タグを追加することができます。

タグを追加することで、 ライブラリー内の全メディアの検索が簡単にできま
す。 さらに、 メディアを  Flickr や YouTube にアップロードする場合に、 ユー

ザーがタグから興味のあるメディアを検索できるため便利です。

注 ： 1 つの画像に 1 つ以上のタグを追加できます。

人

画像の顔にタグ付けをすると、 それらの画像はライブラリー内の [ 人 ] セク

シ ョ ンに配置されます。 

顔にタグを付ける

CyberLink MediaShow を使って、 画像内のすべての顔にタグを付けることがで

きます。 手動または自動で画像内の顔にタグを付けることができます。

顔にタグを付けると、 ライブラリーの [ 人 ] セクシ ョ ンに人毎に配置されます。

自動で顔にタグを付ける

顔認識技術を使って、 画像内の顔を自動で検出します。 CyberLink MediaShow で
まとめて顔を検出するには、 次の操作を行います。

1. [ ホーム ] タブの [ フ ェイス タグ ] を選択します。
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2. フェイス タグを付けたい画像を選択します。 ライブラリー内のすべて

の画像、 または一部の画像 ( 指定したフォルダーや画像 ) を選択するこ

とができます。

注 ： コンピューターの VGA カードが CUDA に対応し、 十分なリソースがある場合

は、 [ 顔分析用に CUDA を有効にする ]  を選択して、 画像の分析時間を短縮します。

3. 画像を選択したら、 [ 開始 ] をクリ ッ クします。 CyberLink MediaShow は
顔の分析を開始します。

タグ付けした顔を整理する

顔のタグ付けが完了すると、 [ フェイス タグ ] ウィンドウに顔のグループ分け

がされます。 顔写真を一枚一枚確認して、 すでに登録した人から選択するか、

新しい人を追加します。 不必要なタグを削除したり、 スキップして後から追加

することもできます。

フェイス タグをグループ分けするには、 次のいずれかを行います。

• [ 選択 ] をクリ ックして、 一覧からその人の名前を選択します。

• [ 選択 ] を選択して [ 新規 ] をクリ ックして新規の人名を入力します。

• 人の名前が付いたボタンををクリ ックします。
• [ スキップ ] をクリ ックして後で作業を行います。

• [ 削除 ] をクリ ックして画像からタグを削除します。 チェ ック  ボックスの

チェ ックを外して画像からタグを削除することもできます。

人を編集する

[ フ ェイス タグ ] ウィンドウで、 ライブラリーに新しい人を追加したり、 個人

情報を編集したり、 個人の他の画像を検索することもできます。

[ フ ェイス タグ ] ウィンドウでは、 次の操作が行えます。

•  を選択して、 個人情報の編集やデフォルト画像の設定をします。

•  を選択して、 この人をライブラリーから削除します。

•  を選択して、 このライブラリー内にあるこの人の画像をスキャンしま

す。
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手動で顔にタグを付ける

自動スキャンがうま く できなかった場合は、 手動でも顔にタグ付けができま
す。

手動で顔にタグを付けるには、 次の操作を行います。

1. アルバム、 フォルダー、 検索タグを選択するか、 ト レー内の全画像を選
択 ・ 保留します。

2. [ ホーム ] タブの [ 編集 ] ボタンをクリ ックします。

3. サムネイル パネルの中から顔にタグを付ける画像を選択して、 [ フェイ

ス タグ ] を選択します。

4. [ タグの追加 ] をクリ ッ クします。

5. 四角マークを顔のある場所にドラ ックします。 

6. 必要に応じて四角のサイズを変更したら、 [ 不明 ] をクリ ックします。

7. 一覧から適応する名前を選択するか、 [ 新規 ] を選択してライブラリー

に追加する新規の名前を入力します。

8. 他の画像でも同じ操作を行います。 すべての顔にタグ付けができたら  [
完了 ] を選択します。

画像を補正する
CyberLink MediaShow には、 スライ ドシ ョーや印刷等向けに画像にエフェク ト

を追加したり、 修正したり、 様々な編集機能があります。

注 ：画像に加えた修正は簡単に元に戻すことができます。 メディア ウィンドウの

アイテムを右クリ ックして、 [ 変更を元に戻す ] を選択します。 [ ログの編集 ] を
使って、 特定の変更内容に戻します。 詳細は、 46 ページの 「編集ログを表示する」

を参照して ください。

画像を補正するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ 画像の補正

] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示されま

す。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーから補正す
る画像を選択します。
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注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 編集ウィンドウが表示されます。

画像を補正する

CyberLink MediaShow は、 自動補正、 赤目補正、 画像クロップ機能など、 画像

を素早く補正するツールを搭載しています。 [ 編集 ] タブから   ボタンをク

リ ックし、 次の画像補正を行います。

• クロップ : 画像をクロップして、 余分な部分を切り取ります。 [ 固定率 ] を選

択して指定サイズで画像をクロップします。 [ 反転 ] を選択して、 補正部分

のサイズを反転します ( 例 : 「5 X 7」 の場合は、 「7 X 5」 に変更 ) 。
• 赤目 : 画像から不要な赤目を取り除きます。 
• 傾き補正 : 傾いている画像を水平に補正します。

• 輝度自動調整 : 画像の明るさを自動調整します。

• コン ト ラス ト自動調整 : 画像のコン ト ラス ト を自動調整します。

• バランス自動調整 : 画像の色バランスを自動調整します。

• 明暗自動補正 : 画像の明暗を自動補正します。

[ 完了 ] を選択して画像への変更内容を保存します。

画像を微調整する

画像の [ 輝度 ]、 [ コン ト ラス ト ]、 [ 彩度 ]、 [ ホワイ ト  バランス ] または [
シャープネス ] を手動で調整するには、 [ 微調整 ] 機能を使用します。 [ 編集 ] ボ
タンの  タブをクリ ックして、 スライダーを使ってメディア ファイルのプ

ロパティーを調整します。 [ 完了 ] を選択して変更内容を保存します。

画像エフェク ト を追加する

CyberLink MediaShow を使用すると、 画像にディスプレイ  エフェク トおよびカ

ラー エフェク ト を追加することができます。 [ 編集 ] タブから   ボタンをク

リ ックして、 次のエフェク ト を画像に追加します。

• 白黒 : カラー画像を白黒画像に変更します。
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• セピア : 濃い灰褐色を加えて月日の経過した古い写真のような効果を加えま

す。
• マッ ト : 画像にホワイ ト  マッ ト効果を追加します。 フォーカスをクリ ック

し、 適用エリアにド ラッグして、 スライダーでサイズを設定します。
• ビネッ ト : 古い無声映画のような効果を追加します。 スライダーを使って、

サイズを設定します。
• ソフ ト  フォーカス : 画像にソフ ト  フォーカス効果を追加します。 [ サイズ ] 

スライダーでフォーカス エリアを調整し、 [ ソフ ト ] スライダーでぼかし量

を調整します。
• 白黒フォーカス : 白黒写真の一部をカラーで表示します。 スライダーを使っ

て、 カラー表示する部分を調整します。
• テ ィン ト : 画像に新しい色を追加します。 好きな色を選び、 スライダーを

使って強弱を調整します。
• グロー : 画像の明るい部分全体に光沢を追加します。

• アンテ ィーク : 50 年前に撮影した古い写真のようにします。

[ 完了 ] を選択して画像への変更内容を保存します。

編集ログを表示する

[ 編集 ] ボタンから   タブをクリ ックするか、 直接 [ ログの編集 *] ボタンを

クリ ックして、 画像に行った編集履歴を表示します。

[ 元のファイル ] を選択して、 メディア ファイルに行った変更をすべて元に戻

します。 編集ログ中のアイテムを選択して、 不要な変更内容をリセッ トするこ

ともできます。

注 ： ** CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

スライ ドシ ョーを再生する
CyberLink MediaShow のライブラリーから、 スライ ドシ ョーを簡単に再生する

ことができます。 フォ ト  スライ ドシ ョーを再生するには、 次の操作を行いま

す。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ スライ ド

シ ョーの再生 ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウ

が表示されます。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーからスライ
ドシ ョーに加える画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 スライ ドシ ョーは自動的に再生されま

す。

スライ ドシ ョーを再生時に利用可能なコン ト ロールは次の通りです。

ボタン 機能

スライ ドシ ョーを停止して、 メイン ウィンドウに戻ります。

スライ ドシ ョーを再生中にこのボタンを押して、 好みのスライド
シ ョーのスタイルを選択します。 スライ ドシ ョーのスタイルに関

する詳細は、 48 ページの 「[ スライ ドシ ョー ] の環境設定」 を参

照して ください。

このボタンをクリ ックして、 メディア ファイルの再生設定を構

成します。 メディアの再生速度を選択したり、 スライ ドシ ョー再

生中に [ キャプシ ョ ンの表示 ] をするかどうかを設定します。 スラ

イ ドシ ョーを繰り返し再生するには [ リピート ] を、 画像をラン

ダムに再生するには [ ランダム ] を選択します。 スライ ドシ ョーの

再生中に [BGM の選択 ] をクリ ックして BGM に使う曲を選択しま

す。 [BGM の長さに合わせる ] をクリ ックすると、 BGM の長さに

合わせてスライドシ ョーを再生します。 セル スライ ドシ ョーを再

生時に、 [ スライ ドシ ョーのオープニングを変更 ] を選択して、

スライ ドシ ョー最初のオープニング ページを変更します。

前に再生した画像に戻ります。
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スライ ドシ ョーを作成する
CyberLink MediaShow を使って、 画像を含むスライ ドシ ョーを作成、 カスタマ

イズすることができます。 スタイルを選択したり、 BGM、 テキスト、 カラー 
ボードを追加することもできます。

スライ ドシ ョーの作成、 カスタマイズを行うには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ スライ ド

シ ョーの作成 ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウ

が表示されます。

スライ ドシ ョーの再生を開始します。

スライ ドシ ョーの再生を一時停止します。

スライ ドシ ョーの次の画像に移動します。

[ お気に入り ] ボタンをクリ ックして、 画像をお気に入りに追加 /
削除します。

画像を左に回転します。

画像を右に回転します。

[ 編集 ] ウィンドウを開いて、 表示中の画像を編集します。 

画像を表示中にこのボタンを押して、 [ スライ ドシ ョー エディ

ター ] でスライ ドシ ョーを変更します。 この機能の詳細は、 24 
ページの 「スライ ドシ ョーの作成とカスタマイズを行う」 を参照

して ください。

スライ ドシ ョーの音量を調整します。

ボタン 機能
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2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーからスライ
ドシ ョーに加える画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 スライ ドシ ョー エディ ターが表示され

ます。

4. スライ ドシ ョーを編集するには、 次の操作を行います。

• 必要に応じて、 [ 回転 ] ボタンを使って画像を回転します。

• [ 追加 / 変更 ] を選択して、 次のようにメディアを追加 / 変更します。

- [ 動画 ] タブを選択して、 スライ ドシ ョーに追加する動画クリ ップを

検索します。

- [ 画像 ] タブを選択して、 スライ ドシ ョーに追加する画像を検索しま

す。

- [ カラー ボード ] タブを選択して、 新しいスライ ド  ( カスタムの背景

色 ) を追加します。 カラー ボードはスライ ドシ ョーの間に挿入した

り、 タイ トルやクレジッ ト用に使います。 カラー パネルからカラー 
ボードの色を選択して、 [ カラー ボードの追加 ] をクリ ッ クします。

- スライ ドシ ョー用のメディアをすべて追加したら、 画像を新しい位
置にドラ ッグして再生順序を変更します。  を選択して、 日付また

は名前順に配置することもできます。
• [ デザイン ] から  [ スライ ドシ ョーのスタイル ] タブを選択して、 次のように

スライ ドシ ョーのスタイルを設定します。

- [ スライ ドシ ョー スタイル ] の一覧から、 スライ ド間のト ランジシ ョ

ンを選択します。

- スライ ドシ ョーの [ アスペク ト比 ] を選択します。 スライ ドシ ョーに

含まれるメディアのアスペク ト比と同じ比率を選んで ください。
• [ スライ ドシ ョー オープニング ページを有効にする ] オプシ ョ ンを選択する

と、 スライ ドシ ョーの最初の部分にオープニング ページとテキストが追加できま

す。
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注 ： スライ ドシ ョーのオープニング ページが無効になっている場合は、 スライド

シ ョー エディ ターから  [ スライ ドシ ョー オープニング ページを有効にする ] を選択

して、 スライ ドシ ョー オープニング ページを追加します。

- [ 説明文をデフォルト  テキスト と して使う ] を選択すると、 テキスト を

スライ ドに追加する場合、 メディア ファイルの説明文を使用しま

す。

- [ 表示時間 ] には、 各スライ ドの表示時間を入力します。 ただし、 ス

ライ ドシ ョーに含まれる動画クリ ップの再生時間は変わりません。

注 ： [ スライ ドシ ョー エディ ター ] の [ プロパティー ] ボタンからも、 各スライ ドの

ト ランジシ ョ ンおよび表示時間をカスタマイズすることができます。

• [ デザイン ] から  [ スライ ドシ ョー音楽 ] タブを選択して、スライ ドシ ョーの 
BGM を設定します。 詳細は、 51 ページの 「[ スライ ドシ ョー音楽 ] の設定」 
を参照して ください。

• [ テキストの追加 ] を選択して、 スライ ドに文字を追加します。 キーボード

を使ってテキスト を入力するか、 全スライ ドのデフォルト  テキスト を変更

します。

- テキスト  フォン トのプロパティーを変更するには  を選択しま

す。

- スライ ドシ ョーのテキスト  エフェク ト を変更するには  を選択し

ます。

- スライ ドのテキスト をプレビューするには  を、 削除するには 

 を選択します。

• 必要に応じて [ プロパティー ] から ト ランジシ ョ ンおよび表示時間をカスタ

マイズします。 スライ ドシ ョー内の動画は、 [ サウンド  ミ ッ クス ] のスライ

ダーを使って BGM と動画の音声のレベルを調整します。 元の動画音声を

ミ ュートする場合は、 スライダーを  [ 音楽 ] 側にドラッグします。

5. スライ ドシ ョーを編集中に、 再生コン ト ロールを使ってスライ ドシ ョー
をプレビューします。 保存して後で編集するには [ 保存 ] を選択します。
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スライ ドシ ョー DVD を作成する
CyberLink MediaShow を使って、 画像を含むプロ級のディスクを作成すること

ができます。

スライ ドシ ョー DVD を作成するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ スライ ド

シ ョー DVD の作成 ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィン

ドウが表示されます。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーからスライ
ドシ ョー DVD に加える画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 ディスク作成ウィ ンドウが表示されま

す。

ディスク作成ウィンドウ

[ ディスク作成 ] ウィンドウのウィザードに従って、 ディスク作成を行います。

注 ： ディスクの作成を始める前に、 [ ディスク作成 ] の設定を行う必要があります。

タイ トルを入力する

[ タイ トル ] のフ ィールドにディスクのメイン  メニュー ページに表示されるタ

イ トルを入力します。

スタイルを選択する

CyberLink MediaShow には、 ディスク  メニューのテンプレートが複数搭載され

ています。 これらのメニューはあらかじめカスタマイズされており、 モーシ ョ

ンやメニュー音楽などの機能が付いています。 メニュー テンプレート を選択す

るには、 サムネイルをクリ ックします。
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注 ： DirectorZone のサイ トからその他のメニュー テンプレート をダウンロード、 イ

ンポートすることもできます。 [ スタイル ] セクシ ョ ンから   アイコンを選

択し、 Web サイ トから メニュー テンプレートを検索、 ダウンロード します。  を
選択して、 ダウンロード したテンプレート を  CyberLink MediaShow にインポート し

ます。

画像を追加する

必要に応じて、 画像をディスクに追加することができます。 ディスクに追加す
ると、 スライ ドシ ョーと して保存されます。 画像をディスクに追加するには、

次の操作を行います。

1. ウィンドウ左側の [ 画像 ] タブをクリ ッ クします。 

2. ライブラリー内を検索し、 ディスクに書き込む画像をすべて選択しま
す。

3. [ 画像 ] セクシ ョ ンにド ラ ッグ＆ドロップするか、 [ 追加 ] ボタンを使用

します。

4. [ スタイルと音楽 ] ボタンをクリ ックして、 次のようにスライ ドシ ョーを

カスタマイズします。

• スライ ドシ ョーのスタイル : [ スタイル ] のドロップ ダウン  メニューから、

スライ ドシ ョーのスタイル ([ フ ェーディング ]、 [ モーシ ョ ン ]、 [ セル ] ) を
選択します。 ( 各スライドシ ョーのスタイルの詳細については、 48 ページの

「[ スライ ドシ ョー ] の環境設定」 を参照して ください。 ) [ スピード ] のド

ロップ ダウン メニューから、 画像の表示速度を選択します。

• スライ ドシ ョーのオープニングを変更 : [ セル ] スライ ドシ ョーを選択した

場合に、 このボタンをクリ ックして、 スライ ドシ ョー オープニング ページ

用のタイ トルと作成者を入力します。
• BGM: スライ ドシ ョーの BGM を設定します。 詳細は、 51 ページの 「[ スライ

ドシ ョー音楽 ] の設定」 を参照して ください。

5. [OK] をクリ ックして [ ディスク作成 ] ウィンドウに戻ります。

6.
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ディスクに書き込む

最後に、 [ 書き込み ] ボタンをクリ ックして、 メディアのディスクへの書き込

みを開始します。 書き込む前に、 [ プレビュー ] ボタンをクリ ックして、 作成

内容を確認します。

既存のディスクプロジェク トの保存と開く

ディスクの作成は、 一度にすべて行う必要はありません。 ディスク  プロジェク

トはいつでも  [ 保存 ] できます。 保存したプロジェク トは、 [ 開く ] をクリ ック

して、 後で完成させることができます。

画像を印刷する
CyberLink MediaShow を使う と、 画像をさまざまな大きさに印刷することがで

きます。

画像を印刷するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [ 画像の印刷

] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示されま

す。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーから印刷す
る画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 印刷ウィンドウが表示されます。

4. 印刷オプシ ョ ンを次のように設定します。

• レイアウト : 画像を印刷するレイアウト をします。 各種サイズから選べま

す。 また、 複数の画像を  1 枚の紙に印刷することもできます。

• プリンター : 画像を印刷するプリンターをドロップ ダウン  メニューから選

択します。
• フ ィ ッ ト : 印刷範囲に合わせて画像のサイズを縮小するか、 画像をクロップ

するかを選択します。
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• プリンターの設定 : このボタンをクリ ックして、 ページ レイアウトや両面

印刷の指定など、 特定のプリンター オプシ ョ ンを設定します。 オプシ ョ ン

は接続しているプリンターによって異なります。
• 画像のコピー数 : 各画像の印刷枚数を入力します。

5. [ 印刷 ] ボタンをクリ ッ クして画像の印刷を開始します。

画像をアップロードする
CyberLink MediaShow を使って、 ライブラリー内の画像を友達や家族に直接

メール送信することができます。 また、 Flickr、 Facebook にアップロードするこ

ともできます。

Flickr に画像をアップロードする

ライブラリーから画像を  Flickr 写真共有 Web サービスに直接アップロードでき

ます。

Flickr に画像をアップロードするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [Flickr にアッ

プロード ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表

示されます。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーからアップ
ロードする画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 [Flickr にアップロード ] ウィザードが

表示されます。

4. ウィザードに従って続行し、 [ アップロード ] をクリ ッ クします。

注 ： Flickr のアカウン トがない場合は、 認証する前に登録する必要があります。

5. 画像のアップロードが完了したら  [ 完了 ] ボタンをクリ ッ クします。
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Facebook に画像をアップロードする

ライブラリーから画像を  Facebook のページに直接アップロードできます。

Facebook に画像をアップロードするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 画像 ] メニューから、 [Facebook に
アップロード ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウ

が表示されます。

2. 使用する画像を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーからアップ
ロードする画像を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の画像を含みたい場合は、 使用する画像を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ッ クします。 [Facebook にアップロード ] ウィザード

が表示されます。

注 ： [ 認証 ] ボタンをクリ ックしたら、 お使いのブラウザーで Facebook にログイン

する必要があります。 その後、 アップロード  ウィザードに戻って Facebook に画像

をアップロードする認証プロセスを完了して く ださい。 Facebook のアカウン トがな

い場合は、 認証する前に登録する必要があります。

4. ウィザードに従って続行し、 [ アップロード ] をクリ ッ クします。

5. 画像のアップロードが完了したら  [ 完了 ] ボタンをクリ ッ クします。
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動画
CyberLink Media Suite の [ 動画 ] 機能では、 CyberLink PowerProducer を使っ

て、 動画コンテンツのキャプチャーやビデオ ディスクの作成など、 多様な

作業が行えます。

また、CyberLink PowerDirector で動画の編集をしたり、CyberLink MediaShow
で管理したり、 動画の補正や共有ができます。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。

動画をインポートする
ハード  ド ライブ、 ディスク、 リムーバブル デバイス、 カムコーダー中の動画

は、 簡単に CyberLink MediaShow にインポートすることができます。
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動画ファイルをインポートする

CyberLink MediaShow に動画をインポートするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画のイン

ポート ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示

されます。

2. [ メディアのインポート ] ボタンを選択して、 インポートするメディアの保

存場所を選択します。 リムーバブル デバイス ( デジタル カ メラや他のデバ

イス )、 光学ディスク  ド ライブ、 ハード  ド ライブのフォルダーなど、 接続

デバイスに合わせて一覧から選択します。

3. インポートするソース、 フォルダー、 デバイス、 ディスクのコンテンツな
どを選択すると、 インポート  ウィンドウの [ インポート  ト レイ ] セクシ ョ

ンに表示されます。 メディア ファイルを選択して、 ウィ ンドウの [ プレ

ビュー ] セクシ ョ ンでプレビューします。

4. [ すべてインポート ] をクリ ックして、 インポート  ト レイ内の全メディアを

インポートするか、 インポートする特定のメディア ファイルを選択して [
選択してインポート ] をクリ ックします。

注 ： [ 重複を除く ] を選択すると、 以前ライブラリーにインポート されたメディア

はインポート されません。

5. [ メディアのインポート ] ウィンドウに必要な情報 ( ハード  ド ライブのメ

ディア保存場所など ) を入力して [OK] をクリ ックします。

6. インポートが完了したら  [ 完了 ] をクリ ックして、 その後 [ 戻る ] をクリ ッ

クして CyberLink MediaShow のメイン画面に戻ります。

注 ： メディア インポートのダイアログを非表示にして CyberLink MediaShow を使う

には [ バックグラウンドでインポート ] を選択します。

DV または HDV カムコーダーからインポートする

DV または HDV カムコーダーから動画をキャプチャーしてインポートするに

は、 次の操作を行います。
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注 ： この手順では、 IEEE (firewire) ケーブルに接続したカムコーダーから動画をキャ

プチャーおよびインポートする方法を説明します。 カムコーダーがコンピューター

に USB 接続されている場合は、 [ メディアのインポート ] をクリ ックし、 一覧から

使用するカムコーダーを選択して、 動画ファイルを直接インポート します。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画のイン

ポート ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示

されます。

2.

• [DV からインポート ] をクリ ックし、 ドロップ ダウン  リス トからカムコー

ダーを選択し、 DV カムコーダーから動画をインポート します。

• [HDV からインポート ] をクリ ックし、 ドロップ ダウン  リス トからカムコー

ダーを選択し、 HDV カムコーダーから動画をインポート します。

3.   

• カムコーダー内の動画をすべてキャプチャーしてインポートするには、 [ す
べてインポート ] を選択します。

• 動画を部分的にキャプチャーしてインポートするには、 再生コン ト ロール
でキャプチャーする開始位置を指定し  [ インポート開始 ] を選択します。

4. [ メディアのインポート ] ウィンドウに必要な情報 ( ハード  ド ライブの動画

保存場所など ) を入力して [OK] をクリ ックします。

5. キャプチャーを中断するには [ インポート停止 ] を選択します。

6. キャプチャーされた動画は [ インポート  ト レイ ] に表示され、 自動的にメ

ディア ライブラリーにインポート されます。
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動画をキャプチャーする
CyberLink PowerDirector を使う と、 ウェブカ メラ、 テレビ信号、 DVD などから

動画をキャプチャーすることができます。 DV/HDV カムコーダーからさらに高

度なキャプチャーも行う ことができます。 

CyberLink PowerDirector で動画をキャプチャーするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画のキャ

プチャー ] を選択します。 CyberLink PowerDirector のキャプチャーウィン

ドウが表示されます。 

A - DV カムコーダーからキャプチャー、 B- HDV カムコーダーからキャプチャー、 C- TV 信号か

らキャプチャー、 D - デジタル TV 信号からキャプチャー、 E- ウェブカ メラからキャプチャー、

F - DVD または AVCHD カムコーダーからキャプチャー、 G - キャプチャーしたコンテンツ

A B DC FE G
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DV カムコーダーからのキャプチャー

人気の DV カムコーダーはデジタル形式で録画するタイプで、 使用する

際に変換する必要はありません。 DV カムコーダーからのキャプチャー

は、 シーンひとつでも、 シーンをまとめて一括でも行う ことができま
す。

注 ： DV カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイルを

直接インポートする必要があります。 動画ファイルのインポートについては、 58 
ページの 「動画ファイルをインポートする」 を参照して く ださい。

1 シーンのキャプチャー

カムコーダーから  1 シーンをキャプチャーできます。 この機能は、 長時間の 1 
映像シーンをスキップなしでキャプチャーする場合に、 特に便利です。

DV のバックアップ

PowerDirector の DV バックアップ * 機能を使う と、 DV カムコーダーから  DVD 

に、 直接デジタル映像のバックアップを取ることができます。  ボタンを

クリ ックして、 動画のバックアップを開始します。

DV カムコーダーからのバッチ キャプチャー ( 一括取り込み )
バッチ キャプチャー ( 一括取り込み ) は、 複数の動画クリ ップを自動的にキャ

プチャーし、 作業にかかる時間を短縮できる便利な機能です。 DV カ メラで間隔

を検索し  ( 手動での設定も可能 )、 作成した間隔でバッチ キャプチャーします。

自動バッチ キャプチャー

自動バッチ キャプチャーはビデオ テープのシーンを素早く取り込む機能です。 

 ボタンをクリ ックして、 自動バッチ キャプチャー機能にアクセスしま

す。

手動バッチ キャプチャー

手動バッチ キャプチャー * では、 より詳細な設定が行えるので、 取り込みたい

シーンを確実にキャプチャーできます。 キャプチャーするシーンの位置が分
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かっている場合は、 手動バッチキャプチャーの使用をお勧めします。  ボ

タンをクリ ックして、 手動バッチ キャプチャー機能にアクセスします。

HDV カムコーダーからのキャプチャー

HDV カムコーダーは高画質デジタル形式で録画するタイプで、 使用す

る際に変換する必要がありません。 HDV カムコーダーから直接 
PowerDirector に映像がキャプチャーできます。

注 ： HDV カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイルを

直接インポートする必要があります。 動画ファイルのインポートについては、 58 
ページの 「動画ファイルをインポートする」 を参照して く ださい。

TV 信号からのキャプチャー

 TV 番組の映像を作品に挿入したり、 録画することができます。

デジタル TV 信号からのキャプチャー

 デジタル TV 番組の映像を作品に挿入したり、 録画することができま

す。

注 ： デジタル TV の仕様により一部の国 ・地域ではご利用いただけません。

ウェブカ メラからのキャプチャー

 ウェブカメラは、 シンプルな映像を取り込むのに便利なカメ ラです。

DVD からのキャプチャー

 DVD から映像シーン  ( 音声も含む ) をキャプチャーすることができま

す。
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注 ： ディスクによっては、 キャプチャーできないようにコンテンツが保護されてい
る物もあります。

AVCHD カムコーダーからのキャプチャー

 AVCHD カムコーダーは高画質デジタル形式で録画するタイプで、 使用

する際に変換する必要がありません。 AVCHD カムコーダーから直接 
CyberLink PowerDirector に映像がキャプチャーできます。

注 ： AVCHD カムコーダーを  USB でコンピューターに接続する場合は、 動画ファイ

ルを直接インポートする必要があります。 

キャプチャーしたコンテンツ

キャプチャー ウィンドウでキャプチャーしたすべてのメディアは、 ライブラ

リー ( キャプチャー ) に表示されます。 [ 編集 ] ウィンドウに戻ると、 ライブラ

リー ( キャプチャー ) のすべてのメディアはメディア ルームのライブラリーに

自動的にインポート されます。

ライブラリー ( キャプチャー ) で、 メディアを右クリ ックすると、 動画クリ ッ

プ中のシーン検出、 不要なコンテンツの削除ができ、 [ 編集 ] ウィンドウにイ

ンポート されません。

[ フォルダーの変更 ] ボタンを選択して、 キャプチャーするメディアの保存

フォルダーを指定します。
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動画を管理する
CyberLink MediaShow にすべての動画をインポート したら、 動画を整理して、

編集や書き込みをしたり、 インターネッ トにアップデート したりできます。

CyberLink MediaShow で動画を管理するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の管理

] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示されま

す。

ライブラリーを使用する

動画を  CyberLink MediaShow にインポートすると、 ライブラリーの動画フォル

ダーに自動的に振り分けられます。 ライブラリー内のメディアは、 アルバムと

検索タグに分類されます。

ライブラリーは次の項目で構成されています。

• アルバム 
• フォルダー 
• タグ 

アルバム

新しいアルバムを作成したり、 既存のアルバムにメディアを追加したり して、
整理したメディアはスクリーン  セーバー、 スライ ドシ ョー、 ムービー、 ディス

クなどに利用できます。

注 ： メディアを [ お気に入り ] に追加すると、 アルバム内の [ お気に入り メディア ] 
フォルダーに自動的に配置されます。

お気に入り

CyberLink MediaShow を使って、 お気に入りの動画を  [ お気に入り ] に追加しま

す。 [ お気に入り ] にメディアを追加すると、アルバムの [ お気に入り メディア ] 
フォルダーに追加されます。 このフォルダーのメディアを表示したり、 スライ
ドシ ョー、 ディスクに追加したり、 友達や家族と共有することができます。

[ お気に入り ] にメディアを追加するには、 次のいずれかを行います。
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• メディア ウィンドウから追加するメディア ファイルを選択して、  ボタン

をクリ ックします。

• スライ ドシ ョーまたは動画を再生時に、  ボタンをクリ ックします。

• メディアをアルバムの [ お気に入り メディア ] フォルダーにドラッグ＆ド

ロップします。

フォルダー

メディアを  CyberLink MediaShow にインポートすると、 メディアは年別、 対応

フォルダー別に自動的に配置されます。

注 ： リムーバブル ド ライブおよび光学ディスクに保存されているメディアはこの

フォルダー一覧に表示されません。

タグ

CyberLink MediaShow を使って、 動画に検索タグを追加することができます。

タグを追加することで、 ライブラリー内の全メディアの検索が簡単にできま
す。 さらに、 メディアを  Flickr や YouTube にアップロードする場合に、 ユー

ザーがタグから興味のあるメディアを検索できるため便利です。

注 ： 1 つの動画に 1 つ以上のタグを追加できます。

動画を補正する
CyberLink MediaShow には、 動画クリ ップから不要部分を ト リ ミングしたり、

補正したり、 様々な編集機能があります。

注 ：動画に加えた修正は簡単に元に戻すことができます。 メディア ウィンドウの

アイテムを右クリ ックして、 [ 変更を元に戻す ] を選択します。 [ ログの編集 ] を
使って、 特定の変更内容に戻します。 詳細は、 67 ページの 「編集ログを表示する」 
を参照して ください。

動画を補正するには、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の補正

] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウが表示されま

す。

2. 使用する動画を含むフォルダーを選択するか、 ライブラリーから補正する
動画を選択します。

注 ：異なるフォルダー中の複数の動画を含みたい場合は、 使用する動画を選択し、

 ボタンをクリ ックして ト レーに保留します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。 編集ウィンドウが表示されます。

動画を ト リ ミングする

動画の [ 編集 ] ウィンドウから  [ ト リム ] を選択すると、 ムービーまたはスライ

ドシ ョーの不要部分をカッ トすることができます。 ト リム機能の詳細は、 イン

ターフェイスのヒン ト を参照して ください。

動画を補正する

CyberLink MediaShow は、 明暗補正、 手ぶれ映像補正、 オーディオ ・ ビデオ ノ
イズ低減など、 動画を素早く補正するツールを搭載しています。 [ 編集 ] タブか

ら   ボタンをクリ ックして、 次の動画補正を行います。

• 手ぶれ映像の補正 : 手ぶれ映像を自動補正します。

• 明暗自動補正 : 動画の明暗を自動補正します。

• ビデオ ノ イズ低減 : 動画クリ ップ中のビデオ ノ イズおよびブロック  ノ イズ

を低減します。
• オーディオ ノ イズ低減 : このオプシ ョ ンを使用して、 オーディオ ト ラ ッ ク

の背景ノイズを低減します。 スライダーをド ラッグして、 ノ イズの低減レベ

ルを設定します。

動画の補正をすべて終えたら、 次のオプシ ョ ンを選択します。

• [ 選択した補正のプレビュー ] を選択して、 補正後の動画をプレビューしま

す。
• 補正内容を適用する場合は、 [ 選択した補正の適用 ] を選択します。
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動画を微調整する

 [ 輝度 ]、 [ コン ト ラス ト ]、 [ 彩度 ]、 [ ホワイ ト  バランス ] または [ シャープネ

ス ] を手動で調整するには、 [ 微調整 ] 機能を使用します。 [ 編集 ] ボタンの 
 タブをクリ ックして、 スライダーを使ってメディア ファイルのプロパ

ティーを調整します。 [ 完了 ] を選択して変更内容を保存します。

編集ログを表示する

[ 編集 ] ボタンから   タブをクリ ックするか、 直接 [ ログの編集 *] ボタンを

クリ ックして、 動画に行った編集履歴を表示します。

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

[ 元のファイル ] を選択して、 メディア ファイルに行った変更をすべて元に戻

します。 編集ログ中のアイテムを選択して、 不要な変更内容をリセッ トするこ

ともできます。

動画を編集する
CyberLink PowerDirector を使う と、 お持ちの動画ファイルをプロ並みの作品に

編集することができます。

CyberLink PowerDirector で動画を編集するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の編集

] を選択します。 CyberLink PowerDirector の編集ウィンドウが表示されま

す。

2.  をクリ ックして、 メディアをメディア ルームのライブラリーにイン

ポート します。 以下の 2 つのオプシ ョ ンのうちいずれかを行います。 

• メディア ファイルを個別にインポートする。

• 使用するメディア ファイルを含むフォルダー全体をインポートする。
67



CyberLink Media Suite
注 ： [ 動画のインポート ] で CyberLink MediaShow にインポート された動画は、

CyberLink PowerDirector には自動的にインポート されません。 メディアのインポー

ト  ウィンドウで指定したフォルダーを検索し、 ファイルまたはフォルダーを選択

する必要があります。

3. ムービーの編集を続行します。 必要に応じて、 追加メディアは Flickr および 
Freesound から、 カスタム エフェク トおよびタイ トルは DirectorZone からダ

ウンロードすることができます。

注 ： CyberLink PowerDirector の動画編集に関する詳細は、 編集ウィンドウからキー

ボードの F1 キーを押して ください。 ヘルプ  ファイルの 「PowerDirector 作業領域」

および 「ス トーリーを作成する」 を参照して く ださい。

動画を変換する
CyberLink MediaShow ビデオ コンバーターは、 動画ファイルを他の形式に変換

する便利なモジュールです。 変換したファイルは 
iPod*?iPhone*?PSP*?PS3*?Zune?Xbox などで再生可能になります。 変換したファ

イルを他の形式に変換することもできます。

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

iPod/iPhone 対応形式に変換する

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

すべての動画ファイルを  iPod/iPhone の形式に変換することができます。 その

後、 変換した動画を  iTunes にインポートすることができます ( コンピューター

に iTunes がインストールされている場合 )。
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iPod/iPhone の形式にファイルを変換するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の変換

] を選択します。 ビデオ コンバーターのウィンドウが表示されます。

2. 変換する動画ファイルを右クリ ックして [iPod 対応ファイルに変換 ] を選択

します。

3. ドロップ ダウン  メニューから、 再生したい動画ファイルを選択します。

4. ドロップ ダウン  メニューから、解像度およびアスペク ト比 (4:3 または 16:9) 
を選択します。

5. ファイルを  1 つのみ変換する場合は、 ファイルの名前を入力します。

6. 必要に応じて  をクリ ックして、 他の出力フォルダーを選択します。

7. 変換したファイルを  iTunes にインポートする場合、 [ 変換したファイルを  
iTunes ライブラリーにインポート ] オプシ ョ ンを選択します ( コンピュー

ター に iTunes がインストールされている場合 )。

8. コンピューターが CUDA/ATI 対応の場合は、 [CUDA/ATI を有効にしてパ

フォーマンスを最適化する ] を選択して、 動画ファイルの変換時間を短縮

します。

9. [OK] をクリ ックして、 変換を開始します。

10. [ 変換したファイルを  iTunes ライブラリーにインポート ] が選択されている

場合、 [iTunes に追加 ] ボタンをクリ ックして、 ファイルを  iTunes にイン

ポート します。 または、 [OK] をクリ ックして [ ビデオ コンバーター ] のメイ

ン  ウィンドウに戻ります。

注 ： コンピューターに iTunes がインストールされていない場合は、 変換したファイ

ルは指定した出力フォルダーに保存されます。

Sony PSP/PS3 対応形式に変換する

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

すべての動画ファイルを  Sony PSP/PS3 の形式に変換することができます。

Sony PSP/PS3 の形式にファイルを変換するには、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の変換

] を選択します。 動画変換のウィンドウが表示されます。

2. 変換する動画ファイルを右クリ ックして [PSP/PS3 対応ファイルに変換 ] を
選択します。

3. ドロップ ダウン  メニューから、 再生する動画ファイルを  [PSP (PSP-Video)] 
または [PS3] から選択します。

4. ドロップ ダウン  メニューから、解像度およびアスペク ト比 (4:3 または 16:9) 
を選択します。

5. ファイルを  1 つのみ変換する場合は、 ファイルの名前を入力します。

6. 必要に応じて  をクリ ックして、 他の出力フォルダーを選択します。

7. コンピューターが CUDA/ATI 対応の場合は、 [CUDA/ATI を有効にしてパ

フォーマンスを最適化する ] を選択して、 動画ファイルの変換時間を短縮

します。

8. [OK] をクリ ックして、 変換を開始します。

9. [OK] をクリ ックしてメイン  ウィンドウに戻ります。

他の形式に変換する

動画を他の形式 (WMV、 MPEG-2、 MPEG-4 (H.264)) に変換することもできます。

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

動画を MPEG-4 (H.264)、 MPEG-2、 WMV ファイルに変換するには、 次の操作を行

います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ 動画の変換

] を選択します。 動画変換のウィンドウが表示されます。

2. 変換する動画を選択して [ 次へ ] をクリ ックします。

1. 対応するボタンをクリ ックして、 出力形式を選択します。

2. ドロップ ダウン  メニューから、解像度およびアスペク ト比 (4:3 または 16:9) 
を選択します。

3. 変換するファイルの名前を入力します。

4. ファイルを  MPEG-4 (H.264) または MPEG-2 形式に変換する場合は、 [ 音声形

式 ] のドロップ ダウン  メニューから、 動画音声の形式を選択します。
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5. 必要に応じて  をクリ ックして、 他の出力フォルダー ( 出力ファイル用 ) 
を選択します。

6. コンピューターが CUDA/ATI 対応の場合は、 [CUDA/ATI を有効にしてパ

フォーマンスを最適化する ] を選択して、 動画ファイルの作成時間を短縮

します。

7. [OK] をクリ ックして、 出力を開始します。

動画をカスタム プロファイルの形式に出力するには、 次の操作を行います。

1. Select the Convert Video function within the Video menu of CyberLink 
PowerStarter. The Convert Videos window displays.

2. Select the videos you want to convert, and then click Next.

3.  をクリ ックし、 [ 新規 ] をクリ ックして、 カスタム ウィンドウを

開きます。

4. カスタム プロファイルの [ プロファイル名 ] を入力します。

5. [ 形式 ] のドロップ ダウン  メニューから、 変換するファイルの形式を選択し

ます。

6. [ 解像度 ] のドロップ ダウン  メニューから、 解像度およびアスペク ト比 (4:3 
または 16:9) を選択します。

7. [ ビッ ト レート ] のドロップ ダウン  メニューから、 動画のビッ ト レートまた

は画質を選択します。

8. [ 形式 ] のドロップ ダウン  メニューから、 動画に適用する音声圧縮形式を選

択します。

9. [ ビッ ト レート ] のドロップ ダウン  メニューから、 動画に適用する音声圧縮

率または音質を選択します。

10. 変換するファイルの名前を入力します。

11. 必要に応じて  をクリ ックして、 他の出力フォルダー ( 変換ファイル用 ) 
を選択します。

12. コンピューターが CUDA/ATI 対応の場合は、 [CUDA/ATI を有効にしてパ

フォーマンスを最適化する  を選択して、 動画ファイルの作成時間を短縮し

ます。

13. [OK] をクリ ックして、 出力を開始します。
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注 ：動画ファイルを出力すると、 作成したカスタム プロファイルは保存され、 次

回動画ファイルを変換する場合にこのプロファイルを使用することができます。 こ
のプロファイルは [ カスタム プロファイル ] に表示されます。

ビデオ ディスクを作成する
動画作品の作成が完了したら、 CyberLink PowerDirector から簡単な手順で CD、
DVD、 Blu-ray ディスク * にメニューを付けて書き込むことができます。 他の動

画や CyberLink PowerDirector のプロジェク ト をインポート して、 マルチレイ

ヤーのプロ品質のディスクも作成できます。

EH

A B C D

FG
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A - ディスク  コンテンツ  タブ、 B - メニューの環境設定タブ、 C - ディスクの環境設定タブ、 D - 
ディスク  メニュー プロパティー、 E - ディスクに書き込み、 F - ディスク  メニューのプレ

ビュー、 G - ディスク切り替え、 H - ディスク  コンテンツ

注 ： * CyberLink Media Suite の Ultra および Pro バージョ ンでのみご利用いただけま

す。

CyberLink PowerDirector で動画を作成するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [ ビデオ ディ

スクの作成 ] を選択し、 作成するディスクの形式を選択します。 
CyberLink PowerDirector のディスク作成ウィンドウが表示されます。

2. [ コンテンツ ] タブで行える設定は次の通りです。

•  をクリ ックして、 ディスクに含む動画をインポート します。

•  をクリ ックして、 ディスクに含む CyberLink PowerDirector のプロ

ジェク ト をインポート します。
•  [ メニュー構造 ] ボタンをクリ ックして、 ディスク  メニューのツリー構造を

表示します。 このツリー構造は、 ディスクのすべてのタイ トルを含み、 チャ

プターも表示されます。

ディスク  メニューに含む CyberLink PowerDirector のプロジェク ト をすべてイン

ポート したら、 次の機能を実行します。

•  をクリ ックして、 選択したタイ トルを再生します。

•  をクリ ックして、 ディスク  メニューから選択したタイ トルを削除し

ます。

•  をクリ ックして、 [ 編集 ] モジュールで選択したタイ トルを編集しま

す。

•  をクリ ックして、 選択したタイ トルのチャプターを表示 / 設定 / 編集

します。
3. [ メニューの環境設定 ] タブをクリ ックして、 既存のディスク  メニューを編

集したり、 他のメニュー テンプレート を選択します。 [ ダウンロード ] ボタ

ンを選択して、 DirectorZone のサイ トからディスク  メニュー テンプレート

をダウンロード します。

4. 必要に応じてディスク  メニューをカスタマイズします。
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注 ： CyberLink PowerDirector のディスク  メニューに関する詳細は、 ディスク作成

ウィンドウからキーボードの F1 キーを押して ください。 ヘルプ ファイルの 「ディ

スクを作成する」 を参照して ください。

5. [ 書き込み ] ボタンをクリ ックして、 ディスクに動画とカスタマイズしたメ

ニューを書き込みます。

HDV/DV ビデオの書き込みを行う
ビデオコンテンツを DV または HDV カムコーダーから、 直接 DVD や Blu-ray 
ディスクに書き込むことができます。 ハード  ド ライブにいったん保存する必要

はありません。

CyberLink PowerProducer を使って HDV/DV ビデオを直接ディスクに書き込むに

は、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [HDV/DV ビデ

オの書き込み ] を選択します。 CyberLink PowerProducer のウィ ンドウが表

示されます。

2. 使用するディスクを挿入し、 正しいド ライブが選択されていることを確認
します。

3. [ 最大速度 ] ドロップダウンリストで書き込み速度を選択します。

4. ドロップダウンリストでターゲットのディスク形式を選択し、[ 次へ ] を

クリックします。

5. [ 録画 ] をクリックして書き込みを開始します。CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。

注：DV または HDV カメラがオンになっていることを確認し、VCR/ カメラモード

に設定すると CyberLink PowerProducer が認識します。

6. 必要に応じて、  を設定してデバイスを設定します。 

7. 必要に応じて、 設定項目を設定します。

8. 必要に応じて、[ 詳細 ] タブをクリックし、ディスクまたはビデオの設定

を表示 / 設定します。
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9. [ 詳細 ] タブの  をクリ ックして、 ディスクのメニューのカスタマイズを

行います。

10. [ 開始 ] をクリックして書き込みを開始します。 CyberLink PowerProducer で
は、処理状況がリアルタイムで表示されます。

動画をアップロードする
CyberLink MediaShow ライブラリーから  YouTube および Facebook にアップロー

ドすることで、 お持ちの動画を友達や家族と共有することができます。

YouTube に動画をアップロードする

ライブラリーから動画を  YouTube 動画共有 Web サービスに直接アップロード

できます。

YouTube に動画をアップロードするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [YouTube に
アップロード ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウ

が表示されます。

2. ライブラリーからアップロードする動画を選択します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。 [YouTube にアップロード ] ウィザードが

表示されます。

4. ウィザードに従って続行し、 [ アップロード ] をクリ ックします。

注 ： YouTube のアカウン トがない場合は、 認証する前に登録する必要があります。

5. 動画のアップロードが完了したら  [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。

Facebook に動画をアップロードする

ライブラリーから動画を  Facebook のページに直接アップロードできます。

Facebook に動画をアップロードするには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ 動画 ] メニューから、 [Facebook に
アップロード ] を選択します。 CyberLink MediaShow のメイン  ウィンドウ

が表示されます。
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2. ライブラリーからアップロードする動画を選択します。

3. [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。 [Facebook にアップロード ] ウィザードが

表示されます。

注 ： [ 認証 ] ボタンをクリ ックしたら、 お使いのブラウザーで Facebook にログイン

する必要があります。 その後、 アップロード  ウィザードに戻って Facebook に動画

をアップロードする認証プロセスを完了して く ださい。 Facebook のアカウン トがな

い場合は、 認証する前に登録する必要があります。

4. ウィザードに従って続行し、 [ アップロード ] をクリ ックします。

5. 動画のアップロードが完了したら  [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。
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コピー＆バックアップ
CyberLink Media Suite を使用すると、 CyberLink Power2Go でデータ  DVD や
CD を簡単にコピーできます。 また、 CSS 保護されていない DVD ビデオは、

CyberLink PowerDVD Copy でコピーできます。

CyberLink Power Backup を使う と、 データをすべてバックアップし、 必要に

応じてリス トアすることもできます。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。

データディスクをコピーする
ディスクコピーオプシ ョ ンでは、 各種ディスク形式にコピーを作成できます。
ただし、 コピー元とコピー先のディスクは同じ形式でな く てはなりません。
（たとえば、 CD の内容を  DVD にコピーすることはできません。）

ディスクをコピーするには、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter プログラムのウィ ンドウで、 コピー元となるデー

タディスクのタイプ （Blu-ray ディスク  / DVD / CD） を選択します。

2. 読み取り ド ライブと書き込みドライブを選択します。

3. [ コピー ] をクリ ッ クします。 CyberLink Power2Go は、 コピーしたデー

タをディスクに書き込みます。

4. 書き込みが完了したら、 ダイアログボックスからオプシ ョ ンを選択して
以下を行います。

• 書き込みログを表示するには、 [ ログの表示 ] をクリ ックして く ださい。 ロ

グはデフォルトの テキストエディ タで開き、 見たり、 保存したりすること

ができます。
• [OK] をクリ ックしてダイアログを閉じた後、 終了します。

ムービー DVD をコピーする
CyberLink PowerDVD Copy は、 DVD ムービーをディスクやハード ド ライブから

バックアップ  DVD にコピーするための専用ツールです。 DVD フォルダをハー

ド ド ライブに作成したり、 ムービーとして DVD に書き込んだりできます。 選

びやすいオプシ ョ ンや、 シンプルなインターフェイスにより、 DVD コピー操作

を簡単に行えます。

ムービー DVD をコピーするには、 次の操作を行います。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ コピー＆バックアップ ] メニューか

ら、 [ ムービー DVD のコピー ] を選択します。 CyberLink PowerDVD Copy の
ウィンドウが表示されます。

2. CyberLink PowerDVD Copy ウィンドウで、 コピーするムービー DVD のビ

デオソースを選択します。

3. ムービー DVD のコピー先を選択します。

4. コンテンツの一部をコピーする場合、  ボタンをクリ ッ クして、 コ

ピーする  DVD のコンテンツを選択します。

5. . をクリ ッ クします。 CyberLink PowerDVD Copy は、 ムービーを

ディスクに書き込みます。

PC のバックアップと リス トアを行う
データのバックアップはセキュリテ ィにおける重要な作業のひとつです。 これ
により、 災害やディスクエラーの発生時、 またハッカーやウィルスによる攻撃
を受けた場合などに、 膨大な時間と費用を節約することができます。 重要な
データを別の媒体にバックアップしておけば、 データを元の状態にすみやかに
戻すことができます。
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データのバックアップを行う

データをバックアップするには、 CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ コピー

＆バックアップ ] メニューから、 [PC のバックアップ ] を選択し、 次の操作を行

います。

ステップ 1 - バックアップ元の選択

バックアップウィ ンドウにある  2 つのファイルディ レク ト リウィ ンドウで、

バックアップするファイルやフォルダを探して選択します。 （これらのペイン
は、 Windows Explorer と同じように機能します。） バックアップするファイルの

種類に応じて、 ディ レク ト リウィンドウの上にある  [ ファイルおよびフォルダ

] または [ アプリケーシ ョ ンデータ ] を選択します。

ステップ 2 - バックアップ先の選択

[ バックアップ先の選択 ] をクリ ックし、 バックアップ先を設定します。

• バックアップ先 ： ドロップダウン  ボックスからバックアップ先を選択しま

す。 ハードウェア環境によっては、 バックアップ先として、 ハードディス
クやディスクの書き込みドライブも選択することができます。

• バックアップファイル名 ： 各バックアップ ファイルに固有の名前がつけら

れます。 バックアップ ファイルを別のディレク ト リに保存するには、 [ 参
照 ] をクリ ックして、 使用するフォルダを選択します。
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• リス トアツールを含む ： 実行可能 （.exe） フ ァイルを作成して、

PowerBackup プログラムがインストールされていないコンピュータでも

データを復元できるようにする場合、 これを選択します。 
• バックアップファイルの分割設定 ： バックアップファイルを指定したサイ

ズに分割します。

ステップ 3 - バックアップ方法の選択

[ バックアップ方法の選択 ] をクリ ックし、 使用するバックアップ方法 （必要

であれば、 詳細方法も） を選択します。

• バックアップ方法には、 [ すべてバックアップする ]、 [ 差分をバックアップ

する ]、 [ 増分をバックアップする ] があります。

• その他のオプシ ョ ンを表示するには、 [ オプシ ョ ン ] をクリ ックします。

注 ： この機能は製品のバージョ ンによって異なるため、 一部の機能はご利用になれ
ない場合があります。

ステップ 4 - ファイルのバックアップ

[ ファイルのバックアップ ] をクリ ックします。 設定が正しいか確認し、 いず

れかのボタンをクリ ックしてバックアップを開始します。

• [ バックアップの開始 ] をクリ ックし、 すぐにバックアップを開始します。 
• [ スケジュールに追加 ] をクリ ックして、 今後のバックアップのスケジュー

ルを設定します。
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データのリストアを行う

バックアップ後にデータをリストアするには、 CyberLink PowerStarter ウィンド

ウの [ コピー＆バックアップ ] メニューから、 [PC のリストア ] を選択し、 次の

操作を行います。

ステップ 1 - リス トア元の選択

リストアウィンドウで [ リス トア元 ] ドロップダウンボックスでリストアする

ソースを選択します。 

• バックアップファイル ：既存のバックアップファイルからリストアします。
バックアップ ファイルを開くには、 [ 参照 ] をクリ ックし、 使用するファイ

ルを探して開きます。
• バックアップの履歴 ： 以前のバックアップの記録からリストアします。 （[

バックアップの履歴 ] から記録を削除するには、 [ 編集 ] > の [ バックアップ

の履歴を削除 ] または [ バックアップの履歴をすべて削除 ] を使用します。）

• ディスク ド ライブ ： ディスクからリストアします。

リス トア元を選択したら、 リス トアするファイルを選択します。

ステップ 2 - リス トア先の選択

[ リス トア先の選択 ] をクリ ックし、 リス トア先を設定します。
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• オリジナルのファイルパス ： ファイルがバックアップされた際にあった元
の場所にリス トアします。

• 特定のファイルパス ： 新しい場所にリス トアします。 新しいディ レク ト リ
を設定するには、 [ 参照 ] をクリ ックし、 使用するフォルダを探して選択し

ます。
• 特定のファイルパス （フォルダ構成を保持しない） ： バックアップしたファ

イルすべてを、 単一の新しいディ レク ト リにリストアします。 新しいディ
レク ト リを設定するには、 [ 参照 ] をクリ ックし、 使用するフォルダを探し

て選択します。

ステップ 3 - リス トア方法の選択

[ リス トア方法の選択 ] をクリ ックし、 リス トア方法を選択します。

• 上書きしない ： ハード ド ライブにないファイルのみをリストアし、 既存の
ファイルは上書きしません。

• 新しいファイルのみ上書きする ： バックアップコピーのほうが新しい場合、
ハード ド ライブにあるファイルを上書きします。

• 常にファイルを上書きする ： 毎回、 バックアップコピーでハード ド ライブ
にあるファイルを上書きします。

• 上書きに関する確認を表示する ： どちらのファイルを残すか、 確認メ ッ
セージが表示されます。

ステップ 4 - ファイルのリス トア

[ リス トア作業の開始 ] をクリ ックし、 設定が正しいことを確認します。 [ リス

トアの開始 ] をクリ ックして、 すぐにリス トアします。
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ユーティ リテ ィ
CyberLink Media Suite には、ディスクの消去や、ディスク  ラベルの印刷など、

便利なユーテ ィ リテ ィが多数入っています。

ディスク  イ メージの作成および書き込み、 DVD フォルダーの書き込み、 ビ

デオ ディスクの編集などもできます。

注 ： このプログラムと機能に関する詳細については、 製品のヘルプ  ファイルを参

照して ください。

ディスクイメージを作成する
ディスクイメージを作成してハードディスクに保存してお く と、 コンピュータ
のバックアップをあとでディスクに書き込むときに便利です。

ディスクイメージを保存する方法は、 以下の通りです。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、

[ ディスク  イ メージの作成 ] を選択します。

2. ディスクをセッ ト し、 必要に応じてディスクからのイメージ作成ウィン
ドウの [ 読み取り ド ライブ ] ドロップダウンボックスでソースを指定し

ます。

3. [ 書き込みドライブ ] 入力ボックスに保存先のフォルダとディスクイ

メージファイル名を入力するか、 [ 参照 ...] をクリ ッ クしてフォルダを選

択し、 ディスクイ メージファイル名を入力します。

4. [ 保存 ] をクリ ックしてディスクイ メージを保存します。

ディスクイメージの書き込みを行う
ディスクイメージの書き込みにより、 保存してあるディスクイメージをディス
クに保存したり、 CyberLink Image Recorder で作成したディスクイ メージを書き

込んだりできます。

ディスクイメージを書き込む方法は、 以下の通りです。
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1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、

[ ディスク  イ メージの書き込み ] を選択します。

2. [ 参照 ...] をクリ ッ クして、 ディスクイメージを探します。

3. ディスクを挿入して、 ドロップダウンリス トでド ライブを選択します。

4. [ 書き込み ] をクリ ッ クすると、 ディスクへの書き込みが開始します。

ディスクを消去する
書き換え可能なディスクであれば、 以前に書き込んだコンテンツを消去できま
す。 これにより、 同じディスクを何度も使用することができます。

ディスクを消去する方法は、 以下の通りです。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、

[ ディスクの消去 ] を選択します。
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2. ディスクを挿入して、 [Erase Tool] ウィンドウで書き込みド ライブを選択

します。

3. 消去方法を選択します。

• [ 標準消去 ] を選択すると、 ディスクのコンテンツすべてを消

去します。

• [ 高速消去 ] を選択すると、 ディスクの管理領域だけが消去さ

れます。

4. [ 開始 ] をクリ ックして開始します。 タスクが終了したら、 ステータス

に関するメ ッセージが画面に表示されます。

ディスクラベルを印刷する
Cyberlink LabelPrint はさまざまなレイアウト形式に対応します。 また 
LightScribe と  Labelflash 技術によるディスクへの直接印刷をはじめとする、 多

くの印刷オプシ ョ ンがあります。

注 ： このアプリケーシ ョ ンと機能に関する詳細については、 製品のヘルプファイル
を参照して ください。
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ラベルを作成するには、 CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リ

テ ィー ] メニューから、 [ ディスク  ラベルの印刷 ] を選択します。

ステップ 1 - ラベル種類の選択

まず、 印刷するラベルの種類を選択します。 LightScribe ラベル、 Labelflash ラ
ベル、 ディスクラベル、 ミニディスクラベル、 フロン トジャケッ ト （表）、 フ
ロン トジャケッ ト （裏）、 リアジャケッ トから選択します。

ステップ 2 - ラベルテキストの編集

タイ トルなどのディスク情報を追加または編集し、 ディスクを識別できるよう
にします。 また、 コンテンツの情報を追加または編集し、 ディスクに保存され
ているファイルがわかるようにします。 この操作は、 [ ディスク情報の編集 ] 
ページで行えます。

ステップ 3 - レイアウトの編集

レイアウト を選択し、 フォン ト を変更し、 カスタムの背景画像を使って、 より
個性的なディスクラベルを作成します。 方法は、 以下の通りです。
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• ラベルのレイアウト を選択します。
• 背景静止画を追加します。
• テキスト を追加 / 変更します。

ステップ 4 - 印刷

CyberLink LabelPrint を使ってラベルを印刷します。 印刷可能なものは以下の通

りです。

• 普通紙 ： プリンタが対応する用紙に印刷。
• ラベル用紙 ： ラベル用の専用紙に印刷。
• ディスク ： ディスクに直接印刷。 紙は不要ですが、 LightScribe か Labelflash 

専用の書き込みド ライブとディスクが必要。

DVD フォルダの書き込みを行う
DVD フォルダを作成したら、 このフォルダをディスクに書き込んで保存できま

す。

ディスクを  DVD フォルダから書き込むには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、

[DVD フォルダーの書き込み ] を選択します。

2. ディスクを挿入してド ライブを選択します。

3.  をクリ ックし、 書き込むフォルダを選択します。

4.  [ 開始 ] をクリ ッ クして開始します。 CyberLink PowerProducer では、 処

理状況がリアルタイムで表示されます。
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ビデオ ディスクを編集する
作品を +VR、 -VR、 または BDAV 形式で書き込んだ場合は、 CyberLink 
PowerProducer を使って、 後からコンテンツを編集することができます （ビデ

オの追加、 メニューの変更など）。

 書き込み後に編集するには、 次の操作を行います。

1. CyberLink PowerStarter ウィンドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、

[ ビデオ ディスクの編集 ] を選択します。

2. [VR の編集 ] をクリックします。

3. ターゲッ トディスクを挿入して、 書込速度とアスペク ト比を選択したら
[ 次へ ] をクリ ッ クします。

4. CyberLink PowerProducer プログラムで必要な変更を行います。

5. 編集が終わったら [ 次へ ] をクリックし、[ 書き込み ] をクリックして

ディスクに書き込みます。
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アドバンス ビデオ ディスク  ユーティ リ
テ ィー
CyberLink PowerProducer には、 複数のディスク  ユーティ リテ ィー ( ディスク  コ
ンテンツ、 画像ファイル、 ディスク  フォルダーの管理など ) が含まれていま

す。

これらのユーティ リテ ィーにアクセスするには、 CyberLink PowerStarter ウィン

ドウの [ ユーティ リテ ィー ] メニューから、 [ アドバンス ビデオ ディスク  ユー

ティ リテ ィー ] を選択します。 CyberLink PowerProducer のディスク  ユーティ リ

テ ィーウィ ンドウが表示されます。

注 ： ディスク  ユーティ リテ ィーに関する詳細は、 ディスク  ユーティ リテ ィ  ウィン

ドウからキーボードの F1 キーを押して ください。 ヘルプ ファイルの 「ディスク  
ユーティ リテ ィ」 を参照して ください。
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テクニカル サポート
この章では、 テクニカル サポートについて説明します。 ユーザーが回答を見つ

けるために役立つ情報が含まれています。 ご購入の代理店、 販売店にお問い合

わせいただ く こともできます。

テクニカル サポートにお問い合わせにな
る前に
CyberLink が提供する以下のサポート  オプシ ョ ン内容をご参照ください ( 無料

)。 

• プログラムに組み込まれている 「ユーザーガイ ド」 または 「オンラインヘ
ルプ」 を参照する。

• CyberLink Web サイ トのサポート  ページの 「ナレッジベース (FAQ)」 を参照

する。

http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

FAQ にはユーザーガイ ドまたはオンライン  ヘルプよりも新しい情報が掲載され

ている場合があります。

テクニカル サポートに電子メールまたは電話で連絡する際には、 次の情報をあ

らかじめご用意ください。

• 登録済み CD キー (CD キーは、 CD ケース、 箱、 または Cyberlink ストアで製

品購入時に受け取った電子メールに明示されています )。
• 製品名、 バージ ョ ン、 ビルド番号 ( 通常、 ユーザー インターフェイス上の

製品名をクリ ックすると表示されます )。
• お使いの Windows OS のバージ ョ ン。

• システムのハードウェア デバイス ( キャプチャー カード、 サウンド  カー

ド、 VGA カード ) およびその仕様。

• 表示された警告メ ッセージの内容 ( メ ッセージの内容はメモするか、 スク

リーンシ ョ ッ ト をとっておいて ください )。
• ト ラブルの詳しい内容と、 発生した状況。
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Web サポート
CyberLink の Web サポートは、 24 時間いつでも無料で利用できます。

注 ： CyberLink の Web サポート をご利用いただ くには、 まずメンバー登録を行う必

要があります。

CyberLink では、 FAQ やコ ミ ュニテ ィ  フォーラム * を始めとしたさまざまな 
Web サポート  オプシ ョ ンを、 次の言語で提供しています。

注 ： * コ ミ ュニテ ィ  フォーラムは英語のみのサービスになります。

言語 Web サポート  URL

英語 http://www.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

中国語 ( 繁体字 ) http://tw.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

日本語 http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

イタ リア語 http://it.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

ド イツ語 http://de.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

フランス語 http://fr.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

スペイン語 http://es.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do
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